
近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
近
世
後
期
（
寛
政
～
文
化
期
）
に
お
け
る
、
天
草
郡
高
浜
村
の
村

民
、
孝
子
褒
賞
の
過
程
と
行
状
編
纂
、
文
書
群
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

村
民
褒
賞
の
中
心
と
な
る
の
は
孝
子
褒
賞
で
あ
り
、
領
民
の
父
母
な
ど
へ
の
孝
行

に
対
し
て
、
領
主
側
が
金
銭
下
賜
や
諸
役
免
除
等
に
よ
り
褒
賞
す
る
も
の
で
、
近

世
、全
国
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。
そ
の
研
究
も
数
多
く
存
在
す
る
が
、

孝
子
褒
賞
の
実
態
と
理
由
、
封
建
制
維
持
や
教
化
の
た
め
に
実
施
し
た
と
い
う
展

開
が
多
い
な
か
で
、
編
纂
過
程
、
孝
行
の
内
容
、
女
性
、
民
衆
の
視
点
を
参
考
に

し
た（1）

。
特
に
近
年
の
研
究
の
な
か
で
関
連
深
い
も
の
と
し
て
、
フ
ァ
ン
ス
テ
ー

ン
パ
ー
ル
・
ニ
ー
ル
ス
は
由
緒
、
文
芸
、
国
風
な
ど
孝
子
を
表
象
と
し
て
と
ら
え
、

孝
子
顕
彰
の
過
程
を
研
究
し
て
い
る（2）

。
ま
た
勝
又
基
は
、近
世
前
期
の「
孝
子
伝
」

作
成
を
分
析
し
、「
孝
が
持
っ
た
肯
定
的
な
熱
気
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
多
様
な

現
象―

つ
ま
り
文
化
的
な
側
面
」
に
注
目
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
文
化
面
か
ら
視

点
を
あ
て
、
多
様
な
孝
子
像
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る（3）

。

　

幕
府
が
編
纂
し
た
最
大
の
孝
子
集
成
は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
刊
行
さ

れ
た
『
孝
義
録
』
で
、
収
録
さ
れ
た
善
行
は
、
孝
行
者
を
は
じ
め
、
忠
義
者
・
貞

節
者
・
兄
弟
睦
者
・
家
内
睦
者
・
一
族
睦
者
・
風
俗
宜
者
・
潔
白
者
・
奇
特
者
・

農
業
出
精
者
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
孝
子
を
超
え
た
多
様
な
行
為
が
含
ま
れ
る（4）

。

本
稿
で
は
、
善
行
者
に
加
え
褒
賞
さ
れ
た
長
寿
者
、
三
子
な
ど
多
胎
出
産
な
ど
、

ひ
ろ
く
村
民
が
褒
賞
さ
れ
た
事
例
を
ま
と
め
て
分
析
す
る
。

　

対
象
と
す
る
、
高
浜
村
の
褒
賞
文
書
群
は
上
田
家
文
書
勤
役
に
分
類
さ
れ
る（5）

。

こ
れ
ま
で
に
、
寛
政
～
文
化
期
の
七
代
庄
屋
上
田
宜
珍
に
つ
い
て
は
、
村
行
政
と

地
域
情
報
の
関
連
や
、
庄
屋
を
め
ぐ
る
書
籍
の
貸
借
と
、
そ
の
背
景
で
あ
る
学
問

と
行
政
の
関
係
に
つ
い
て
、
国
学
や
和
歌
を
中
心
に
分
析
し
た（6）

。
ま
た
天
草
郡

全
体
の
孝
子
調
査
に
関
し
て
は
、
明
治
初
期
の
村
明
細
史
料
に
お
い
て
言
及
し
て

い
る（7）

。
こ
の
時
期
の
天
草
郡
は
、
幕
府
領
島
原
藩
預
地
で
あ
る
た
め
、
島
原
藩

領
内
の
状
況
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
孝
子

や
長
寿
者
の
個
別
事
例
が
列
記
さ
れ
る
の
み
で
、
詳
し
い
背
景
や
経
緯
は
不
明
で

あ
る（8）

。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
寛
政
期
に
お
け
る
高
浜
村
の
村
民
褒
賞
の
全
体
を
確

認
し
、
長
寿
、
三
子
出
産
、
孝
子
の
褒
賞
過
程
に
つ
い
て
庄
屋
日
記
を
中
心
に
分

析
す
る（9）

。
つ
ぎ
に
行
状
が
作
成
さ
れ
た
孝
子
の
行
状
の
編
纂
、
最
後
に
褒
賞
文

書
群
の
形
成
に
つ
い
て
、
時
代
背
景
と
し
て
の
『
孝
義
録
』
の
刊
行
や
文
化
期
以

降
の
孝
子
褒
賞
の
実
態
を
ま
と
め
る
。

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

　
　
　

東　
　
　
　

昇二
一
九
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１　

寛
政
期
の
村
民
褒
賞

１―
１　
「
天
草
年
表
事
録
」
の
褒
賞

　

上
田
宜
珍
が
ま
と
め
た
「
天
草
年
表
事
録
」
は
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）

か
ら
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
ま
で
の
、
天
草
の
支
配
に
関
す
る
年
表
で
あ
る（10）

。

凡
例
に
よ
る
と
、
支
配
の
代
替
、
公
儀
や
冨
岡
役
所
の
触
、
事
始
や
事
極
な
ど
が

記
号
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る（11）

。
内
容
は
、
ほ
ぼ
天
草
郡
全
体
の
記
事
が
主

で
個
別
村
の
事
例
は
少
な
く
、
高
浜
村
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）「
高
浜
村

砥
石
小
田
床
村
焼
物
土
年
季
請
負
相
済
」
や
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
朝
鮮
人

漂
着
な
ど
が
立
項
さ
れ
て
い
る（12）

。

　

こ
の
「
天
草
年
表
事
録
」
に
は
、
高
浜
村
の
村
民
褒
賞
と
し
て
つ
ぎ
の
六
件
が

記
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
事
例
の
中
か
ら
選
択
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（13）

。

①
天
明
八
年
「
高
浜
村
百
姓
喜
平
次
母
今
年
九
十
九
才
に
罷
成
、
自
分
一
手
に
而

布
壱
反
織
立
献
上
仕
候
処
、
御
褒
美
金
壱
両
島
原
殿
様

被
下
置
候
、
右
女

百
三
才
迄
存
命
致
候
」

②
寛
政
二
年
「
高
浜
村
百
姓
万
七
義
母
え
孝
心
に
付
、
島
原
殿
様

為
御
褒
美

鳥
目
五
貫
文
被
下
置
候
」

③
寛
政
三
年
「
高
浜
村
百
姓
伝
四
郎
実
体
者
に
付
、
四
月
十
一
日
従
島
原
為
御
褒

美
白
銀
弐
枚
被
下
置
候
」

④
寛
政
三
年
「
高
浜
村
茂
作
善
作
兄
弟
母
え
孝
心
に
付
、
四
月
十
一
日
島
原
よ
り

為
御
褒
美
鳥
目
六
貫
文
被
下
置
候
」

⑤
寛
政
五
年
「
高
浜
村
由
左
衛
門
女
房
お
と
正
月
廿
七
日
三
子
産
候
に
付
、
島
原

よ
り
鳥
目
九
貫
五
百
文
被
下
置
候
」

⑥
寛
政
六
年
「
六
月
高
浜
村
百
姓
貞
蔵
母
姉
に
孝
心
致
し
、
島
原
表
よ
り
為
御
褒

美
鳥
目
三
貫
文
被
下
置
候
」

　

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
か
ら
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
七
年
間
に
集
中
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
寛
政
元
年
三
月
、
孝
行
奇
特
者
の
国
所
名
前
の
届
、
行
状
を
、

御
料
所
・
私
領
で
取
り
ま
と
め
、
両
三
年
中
に
揃
え
勘
定
奉
行
へ
提
出
す
る
よ
う

に
と
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た（14）

。『
孝
義
録
』
編
纂
を
企
図
し
た
松
平
定
信

の
政
策
の
一
環
で
あ
る
。

１―

２　

九
十
九
才
母
の
織
物
献
上
と
日
記

　

こ
の
村
民
褒
賞
の
最
初
は
、
①
長
寿
者
の
藩
主
へ
の
献
上
で
あ
り
、
上
田
宜
珍

庄
屋
期
（
寛
政
元
～
文
化
一
五
）
直
前
の
事
例
で
あ
る
。
高
浜
村
の
百
姓
喜
平
次

の
母
九
十
九
才
が
、
自
分
の
手
で
布
一
反
を
織
り
、
島
原
藩
主
に
献
上
し
褒
美
と

し
て
一
両
を
受
領
し
た
。
一
〇
三
才
（
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
））
ま
で
存
命
し

た
と
記
す
。
宜
珍
日
記
の
寛
政
三
年
正
月
二
八
日
に
「
上
河
内
喜
平
次
母
り
ん
当

面
百
三
歳
ニ
而
至
極
達
者
之
処
、
傷
寒
相
煩
養
生
不
叶
相
果
申
候
段
申
出
候
」
と

あ
る（15）

。
日
記
に
は
母
の
名
と
傷
寒
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
。

　

こ
の
献
上
を
詳
し
く
記
し
た
文
書
が
、
は
じ
め
に
で
紹
介
し
た
褒
賞
文
書
群
中

に
あ
る（16）

。

　
　
　
　
　

乍
恐
以
書
付
申
上
候
御
事

　
　

一
当
申
九
拾
九
歳　
　
　
　
　
　

高
浜
村
喜
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母

二
二
〇



近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

右
之
者
村
中
ニ
而
珍
敷
長
命
罷
在
、
歩
行
等
差
而
不
自
由
無
御
座
、
自
分
望

ニ
而
畑
草
取
な
と
ニ
も
罷
出
、
至
而
達
者
御
座
候
、
先
達
而
自
分
一
手
ニ
而

績
き
布
一
反
織
立
申
候
、
尤
内
々
ハ
乍
恐
御
上
江
献
上
申
上
度
奉
存
候
段
、

私
共
迄
申
出
候
、
何
分
恐
多
御
座
候
得
共
、
右
布
為
差
上
被
下
候
様
被
仰
付

被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
依
之
此
段
御
内
々
奉
伺
候
、
以
上

　
　
　
　

天
明
八
申
三
月　
　
　
　
　

高
浜
村
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
平
次
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
五
右
衛
門
印

　
　
　
　

冨
岡

　
　
　
　
　

御
役
所

　
　

右
之
通
願
出
候
間
、
奥
書
仕
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
半
之
丞
印

　

文
書
の
前
半
で
は
、
喜
平
次
の
母
の
様
子
を
、
村
内
で
も
珍
し
い
長
寿
で
、
歩

行
も
自
由
、
自
分
の
意
思
で
畑
の
草
取
り
を
行
い
達
者
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ

の
達
者
で
あ
る
こ
と
が
長
寿
者
の
献
上
の
要
件
と
な
っ
た
。
後
半
は
「
天
草
年
表

事
録
」
と
同
じ
く
、
自
分
の
手
で
布
一
反
を
織
り
藩
主
へ
献
上
し
た
い
と
村
役
人

へ
申
し
出
た
の
で
、
村
役
人
が
冨
岡
役
所
に
内
々
に
伺
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
庄

屋
は
、
上
田
家
六
代
伝
五
右
衛
門
武
弼
（
一
七
三
三
～
一
七
九
四
）
で
、
宝
暦
五

年
（
一
七
五
五
）
か
ら
寛
政
元
年
ま
で
三
五
年
間
庄
屋
を
勤
め
た（17）

。
宜
珍
は
、

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
二
四
歳
で
庄
屋
見
習
と
な
り
、
寛
政
元
年
一
一
月
三
五

歳
で
高
浜
村
庄
屋
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
案
件
に
は
庄
屋
見
習
と
し
て
関
与
し
て

い
た
。

　

同
じ
内
容
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
文
書
が
、
つ
ぎ
の
「
覚
」
で
あ
る（18）

。

　
　
　
　

覚

　
　

一　
　

上
河
内
常
七
老
母

右
之
老
女
先
年
百
三
ニ
相
成
候
歳
手
製
之
布
一
反
嶋
原
殿
様
江
献
上
仕
候

処
、
御
褒
美
被
仰
付
候
由
、
日
記
帳
ニ
者
相
見
不
申
候
得
共
、
書
記
差
上
候

様
母
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
則
相
記
奉
備
高
覧
候
、
御
褒
美
之
品
物
并
ニ
年
号

月
日
之
儀
ハ
尊
父
様
御
存
被
遊
候
半
与
被
仰
候
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
作
七

　

年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
作
成
者
の
上
田
作
七
は
、
宜
珍
の
養
子
で
、
享
和
二

年
妻
の
実
家
で
あ
り
妹
の
婚
家
で
あ
る
、
城
木
場
村
の
松
山
家
か
ら
養
子
と
な
っ

た
、
甥
の
順
一
郎
信
親
（
一
七
八
七
～
一
八
四
〇
）
で
あ
る（19）

。
こ
の
作
七
は
、

享
和
三
年
七
月
二
三
日
善
之
助
か
ら
改
名
し
、
八
月
三
日
庄
屋
見
習
と
な
り
、
文

化
五
年
正
月
一
八
日
ま
で
作
七
、二
月
一
一
日
以
降
、
順
一
郎
と
変
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
享
和
三
年
七
月
か
ら
文
化
五
年
二
月
の
約
五
年
半
の
間
に
記
さ
れ
た

文
書
で
あ
る
。

　

内
容
は
一
〇
三
才
り
ん
の
献
上
と
同
じ
だ
が
、
喜
平
次
で
は
な
く
上
河
内
迫
の

常
七
と
名
前
が
違
う
。
改
名
も
多
い
の
で
同
一
人
物
の
可
能
性
も
あ
る
。
作
七
は

こ
の
一
件
を
、
島
原
藩
の
役
人
か
会
所
詰
大
庄
屋
に
書
き
抜
き
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
、
家
の
日
記
を
探
し
た
が
見
当
た
ら
ず
、
宜
珍
が
褒
美
の
内
容
、
年
月
日
を

二
二
一
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記
憶
し
て
い
な
い
か
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
庄
屋
見
習
の
作
七
が
代
理

で
日
記
を
記
録
し
た
事
例
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
文
書
の
内
容
か
ら
、
さ
ら
に

先
代
庄
屋
の
日
記
を
参
照
し
行
政
に
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た（20）

。

１―

３　

三
子
出
産
の
見
分
と
届

　

⑤
寛
政
五
年
の
由
左
衛
門
女
房
お
と
の
三
子
出
産
の
経
過
に
つ
い
て
も
、
日
記

に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る（21）

。
正
月
二
六
日
「
八
ツ
時
分
ミ
ね
由
左
衛
門
女
房
平

産
到
候
処
、
男
子
壱
人
女
子
弐
人
誕
生
到
、
尤
三
子
之
内
女
子
壱
人
流
産
仕
候
」

と
あ
り
、
峯
迫
の
由
左
衛
門
女
房
が
三
子
を
出
産
し
た
が
、
女
子
一
人
流
産
と
あ

る
。
二
八
日
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
名
年
・
持
高
、
達
者
届
が
出
さ
れ
て
お
り
、

先
の
流
産
情
報
は
な
い
。

　
　
　

一
持
高
壱
石
九
斗
八
升
弐
合　
　
　
　
　
　
　

由
左
衛
門
当
丑
五
十
七

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

同
人
女
房
お
と　

〃　

四
十
四

右
之
者
当
月
廿
七
日
男
子
壱
人
女
子
弐
人
三
ツ
子
出
生
仕
候
、
母
子
共
随

分
達
者
ニ
罷
在
候
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

　

翌
二
九
日
に
は
、
三
子
の
名
を
聞
い
た
の
で
「
国
吉
、
と
み
、
よ
し
」
と
記
し

て
い
る
。
二
月
五
日
、
原
口
金
右
衛
門
が
、
三
子
見
分
と
し
て
牛
深
よ
り
破
船
方

御
用
の
帰
り
に
高
浜
に
宿
泊
す
る
と
の
人
馬
触
が
到
着
し
準
備
し
て
い
る
。
七
日

原
口
一
行
が
宿
泊
し
、
一
家
全
員
の
名
年
書
上
を
提
出
し
た
。
由
左
衛
門
は
八
人

家
族
、
弟
と
母
が
同
居
し
、
女
房
お
と
と
の
間
に
す
で
に
四
人
の
子
供
が
い
る
。

八
日
に
原
口
は
朝
飯
後
、
三
子
見
分
と
し
て
由
左
衛
門
方
へ
出
向
き
、
そ
の
ま
ま

小
田
床
へ
出
立
し
た
。

　

見
分
後
の
一
六
日
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
を
ま
と
め
た
正
式
な
覚
と
届
出
が
出
さ

れ
て
い
る
。

    　
　
　
　
　

覚

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
頭　
　
　

由
左
衛
門
当
五
十
七

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
女
房　

お
と　
　

〃
四
十
四

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
倅　
　

喜
次
郎　

同
廿

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
娘　
　

た
つ　
　

〃
十
七

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
娘　
　

つ
る　
　

〃
十
二

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
娘　
　

さ
つ　
　

〃
九
ツ

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
弟　
　

卯
平　
　

〃
五
十
四

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
母　
　

か
め　
　

〃
八
十
三

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
三
人　
　
　

    　
　
　
　
　
　
　

〆
八
人
内

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
五
人

右
之
家
内
由
左
衛
門
女
房
お
と
、
当
正
月
廿
七
日
三
子
平
産
仕
候
、
尤
男
子

壱
人
女
子
弐
人
、
男
子
出
生
仕
候
跡
ニ
女
子
出
生
仕
候
処
、
母
子
共
ニ
健
ニ

罷
在
候
ニ
付
貰
乳
等
為
仕
、
随
分
大
切
ニ
養
育
仕
候
様
申
聞
置
候
、
因
是
此

段
御
届
申
上
候
、
以
上

　
　
　

尚
亦
近
辺

も
心
ヲ
付
相
育
候
様
申
付
候

    　
　
　
　
　

寛
政
五
丑
年
二
月　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
村
庄
屋
源
作

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
組
大
庄
屋
松
浦
半
之
丞

二
二
二



近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

    　
　
　
　
　

御
届
申
上
候
事

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
左
衛
門
倅　
　
　

国
吉

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
娘　
　
　
　
　

と
み

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
娘　
　
　
　
　

よ
し

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

右
之
三
子
之
内
よ
し
儀
正
月
廿
九
日
夜
相
果
候
由
、
尤
国
吉
と
み
ハ
達
者
ニ    

罷
在
候
申
出
候
ニ
付
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

    　
　
　
　
　

寛
政
五
丑
年
二
月　
　
　
　
　
　

高
浜
村
庄
屋
源
作

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
組
大
庄
屋
松
浦
半
之
丞

    　
　
　

冨
岡
御
役
所

　

前
半
の
覚
に
は
、
七
日
原
口
に
提
出
し
た
も
の
と
同
じ
一
家
全
員
の
名
年
を
書

上
、
出
産
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
を
ま
と
め
る
。
こ
れ
ま
で
の
情
報
以
外
に
、
出

生
順
番
、
貰
乳
や
大
切
に
養
育
し
、
近
隣
も
心
付
け
て
育
て
る
よ
う
申
し
付
て
い

る
と
あ
る
。
そ
し
て
三
子
の
名
前
と
、
内
一
人
が
二
九
日
に
死
去
し
た
こ
と
を
届

け
出
て
い
る
。
二
〇
日
に
は
、
由
左
衛
門
は
冨
岡
へ
呼
出
を
受
け
、
島
原
藩
主
よ

り
三
子
誕
生
に
対
し
、
一
九
文
銭
五
百
目
を
頂
戴
し
、
翌
二
一
日
高
浜
へ
帰
っ
た
。

二
七
日
の
出
生
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月
後
に
銭
を
頂
戴
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
天
草

年
表
事
録
」
の
記
述
を
比
較
し
て
分
か
る
よ
う
に
、他
の
事
例
は
褒
美
で
あ
る
が
、

三
子
誕
生
は
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
藩
の
制
度
と
し
て
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。

　

こ
の
三
子
誕
生
は
、
他
に
文
化
九
年
八
月
二
五
日
、
小
宮
地
村
九
郎
左
衛
門
の

事
例
が
あ
る（22）

。
藩
役
人
小
川
量
平
か
ら
大
庄
屋
木
山
へ
出
さ
れ
た
申
渡
で
は
、

役
人
が
出
郷
し
て
見
分
、
村
役
人
が
心
を
付
け
る
、
乳
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
村

全
体
で
養
育
、
名
前
を
付
け
た
ら
早
急
に
届
け
出
る
と
、
高
浜
の
事
例
と
共
通
し

て
い
る
。
他
藩
に
お
け
る
生
子
養
育
仕
法
の
よ
う
な
、
島
原
藩
の
制
度
が
背
景
に

存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る（23）

。

１―

４　

孝
子
貞
蔵
の
褒
賞
過
程

　

最
後
に
孝
子
に
関
し
て
行
状
が
作
ら
れ
て
い
な
い
、
⑥
寛
政
六
年
六
月
の
貞
蔵

の
褒
賞
過
程
を
み
て
い
く
。
寛
政
六
年
日
記
は
欠
失
し
て
い
る
た
め
詳
細
は
不
明

だ
が
、
四
月
二
日
藩
役
人
か
ら
の
書
状
が
あ
る（24）

。
宜
珍
宛
成
田
弥
源
太
、
渡
部

貞
右
衛
門
の
書
状
に
は
、「
高
浜
村
定
蔵
与
申
者
母
壱
人
姉
壱
人
有
之
候
処
、
両

人
共
長
病
ニ
御
座
候
処
、
無
高
者
候
得
共
、
至
而
母
姉
江
孝
心
致
候
様
子
ニ
相
聞
、

兼
而
人
柄
も
宜
趣
ニ
付
、
弥
右
之
通
候
哉
、
得
与
承
糺
早
々
請
書
差
出
可
被
申
候

以
上
」
と
あ
り
、
定
蔵
（
貞
蔵
）
の
長
病
の
母
姉
へ
の
孝
心
を
取
り
調
べ
請
書
を

提
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
指
示
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
の
が
、
つ
ぎ
の
「
御
尋
ニ
付
申
上
候
御
事
」

で
あ
る（25）

。

　
　
　
　
　

御
尋
ニ
付
申
上
候
御
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
高
六
合　

貞
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
八

右
之
者
母
壱
人
、
娣
壱
人
有
之
候
処
、
両
人
共
長
病
ニ
御
座
候
処
、
無
高
者

ニ
候
得
共
至
而
母
娣
へ
孝
心
致
候
様
子
ニ
相
聞
、
兼
而
人
柄
も
宜
趣
ニ
付
、

二
二
三



京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号

弥
右
之
通
ニ
候
哉
、
得
と
承
糺
申
上
候
様
被
仰
付
、
則
相
糺
候
処
、
右
貞
蔵

儀
正
直
成
者
ニ
而
無
高
同
前
少
々
之
畑
所
持
仕
、
右
畑
出
精
唐
芋
作
な
と
仕

候
得
共
、
右
分
ニ
而
者
何
分
暮
方
難
相
届
、
漁
稼
な
と
ニ
罷
出
、
又
ハ
日
雇

稼
等
仕
漸
々
其
日
暮
仕
候
程
之
難
義
者
ニ
御
座
候
得
共
、
至
而
実
体
成
者
ニ

而
稼
方
ニ
罷
出
候
而
茂
、諸
人
勝
れ
出
精
仕
、幼
少
之
時

漁
稼
ニ
参
候
而
、

母
之
好
候
肴
自
分
取
不
申
候
節
者
外

相
求
持
帰
候
而
、
母
へ
進
メ
申
候

也
、
去
四
月

母
病
気
ニ
付
而
者
、
猶
又
母
之
好
物
等
仕
候
節
者
、
不
寄

何
品
世
話
仕
行
届
候
程
之
儀
者
相
叶
へ
申
候
、
兼
而
正
直
実
体
成
者
故
、
貞

蔵
参
候
而
所
望
仕
候
得
者
、
諸
人
も
所
持
之
品
不
惜
遣
候
由
、
姉
之
儀
者
年

久
敷
病
身
ニ
而
何
之
稼
方
も
仕
得
不
申
、
厄
介
ニ
罷
成
居
候
得
共
、
少
も
厄

介
ニ
不
思
随
分
悌
実
柔
和
ニ
相
仕
へ
奇
特
成
致
方
故
、
近
辺
之
者
共
兼
々
噂

仕
候
儀
、
此
節
得
と
相
糺
候
処
、
相
違
無
御
座
候
間
、
此
段
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　

寅
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄
加
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
作

　
　
　

冨
岡

　
　
　
　

御
役
所

右
御
請
ケ
申
上
候
貞
蔵
儀
、
兼
而
孝
心
ニ
罷
在
正
直
ニ
稼
方
出
精
仕
候
儀
、

得
と
承
糺
候
処
、
至
極
奇
特
成
者
ニ
御
座
候
ニ
付
、
奥
印
仕
差
上
申
候
、
以

上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
四
郎
八

　

こ
の
文
書
で
は
、
三
子
誕
生
と
同
じ
く
ま
ず
貞
蔵
の
名
年
と
所
持
高
が
あ
る
。

本
文
の
最
初
は
、
藩
役
人
の
指
示
に
対
し
て
調
査
し
た
と
あ
り
、
続
い
て
本
人
の

稼
ぎ
や
経
済
状
態
、
性
格
を
ま
と
め
る
。
所
持
高
畑
高
六
合
は
「
無
高
同
前
少
々

之
畑
所
持
」
と
表
現
さ
れ
る
。
畑
で
唐
芋
を
作
り
、
漁
稼
ぎ
や
日
雇
い
な
ど
で
そ

の
日
暮
ら
し
の
難
儀
者
と
す
る
。
性
格
は
正
直
、「
至
而
実
体
成
」、「
諸
人
勝
れ

出
精
」
な
ど
の
評
価
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
母
へ
の
孝
心
に
つ
い
て
、
漁
で
母
の
好
み

の
魚
が
捕
れ
な
い
と
他
人
か
ら
求
め
、
母
が
病
気
の
際
に
は
行
き
届
い
た
世
話
を

実
施
し
た
。
そ
の
よ
う
な
正
直
実
体
者
な
の
で
、
人
々
は
貞
蔵
が
所
望
す
る
品
を

惜
し
み
な
く
渡
す
。
そ
し
て
姉
へ
の
孝
心
は
、
長
病
で
稼
ぎ
が
な
い
姉
を
厄
介
に

思
わ
ず
、悌
実
柔
和
に
接
し
奇
特
で
あ
る
と
近
所
の
人
々
が
噂
す
る
と
し
て
い
る
。

　

本
文
書
で
は
、
本
人
の
無
高
、
難
儀
の
現
状
と
、
正
直
、
実
体
、
悌
実
、
柔
和

の
性
格
・
孝
心
、
そ
し
て
近
隣
の
高
評
価
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記

述
が
ど
の
よ
う
に
行
状
へ
変
化
す
る
か
、
つ
ぎ
の
章
で
み
て
い
き
た
い
。

２　

万
七
、
茂
作
・
善
作
、
傅
四
郎
と
孝
子
行
状

２―

１　

万
七
、
茂
作
・
善
作
、
傅
四
郎
の
褒
賞
過
程

　

こ
こ
で
は
「
孝
子
行
状
」
化
さ
れ
た
②
万
七
、
④
茂
作
・
善
作
と
、
同
時
期
に

褒
賞
さ
れ
「
行
状
覚
」
が
作
ら
れ
た
③
傳
四
郎
の
褒
賞
過
程
と
行
状
の
編
纂
過
程

に
つ
い
て
分
析
す
る
。
褒
賞
過
程
は
、
寛
政
二
、三
年
の
宜
珍
日
記
を
中
心
に
利

用
す
る（26）

。

　

寛
政
二
年
八
月
一
日
、
七
月
に
崎
津
へ
漂
着
し
た
琉
球
国
慶
賀
使
対
応
の
た
め

に
出
張
し
た
、
島
原
藩
の
佐
藤
半
太
左
衛
門
他
が
昼
休
憩
で
上
田
家
を
訪
問
し
た

際
に
、
つ
ぎ
の
書
付
が
提
出
さ
れ
た（27）

。

二
二
四



近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

　
　

一　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
濱
村　

茂
右
衛
門
弟　

 

万
七　
　
　

当
戌
四
十
三

　
　
　
　
　
　
　

右
之
者
母
ニ
孝
心
成
者
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

茂
作　

 　
　

当
戌
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
作
弟　

 

善
作　

 　
　

当
戌
廿
三

　
　
　
　
　
　
　

右
兄
弟
之
者
共
母
ニ
孝
心
成
者
共
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
四
郎　
　
　
当
戌
四
十

右
之
者
農
業
専
出
精
仕
御
年
貢
納
方
諸
公
役
等
、
随
分
太
切
ニ
相
勤
人
柄
宜

者
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
濱
村
庄
や
源
作

　
　
　
　
　
　

戌
八
月
朔
日

　

各
人
の
名
年
・
孝
心
、
出
精
な
ど
の
簡
略
な
情
報
で
あ
る
。
こ
の
時
、
佐
藤
な

ど
か
ら
の
指
示
が
あ
っ
た
の
か
、
早
速
三
日
に
、
万
七
の
孝
心
に
つ
い
て
調
査
を

は
じ
め
聞
書
を
作
成
し
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
万
七
に
つ
い
て
、
隣
家
市
兵

衛
・
権
左
衛
門
と
兄
茂
右
衛
門
の
三
人
か
ら
聞
き
取
り
し
、
文
章
に
ま
と
め
て
い

る
。
ま
た
「
覚
」
と
し
て
各
人
の
持
高
を
記
載
し
て
お
り
、
傳
四
郎
は
、
高
四
石

七
斗
弐
升
弐
合
、
寅
巳
新
田
高
八
升
、
畑
高
三
斗
六
升
壱
合
の
合
計
五
石
壱
斗
六

升
三
合
、屋
敷
高
壱
升
八
合
と
高
持
百
姓
で
あ
る
が
、茂
作
・
万
七
は
無
高
で
あ
る
。

　

六
日
に
は
、
傳
四
郎
の
行
状
調
査
を
行
い
、
万
七
と
同
じ
く
次
郎
七
・
只
助
の

二
人
か
ら
聞
き
取
り
し
て
お
り
、
内
容
は
後
述
す
る
が
、「
一
、
御
年
貢
米
毎
年

一
番
取
之
内
皆
済
す
る
事
」
と
文
章
体
で
は
な
く
箇
条
書
き
で
あ
る
。
七
日
、
こ

れ
ま
で
に
作
成
し
た
万
七
の
行
状
、
茂
作
兄
弟
の
名
年
・
孝
心
の
訳
、
傳
四
郎
の

人
柄
、
名
年
・
持
高
書
付
を
代
官
西
田
市
郎
治
へ
内
見
し
て
い
る
。

　

二
二
日
、
大
庄
屋
松
浦
四
郎
八
よ
り
孝
子
届
を
早
々
差
し
出
す
よ
う
指
示
が
あ

り
、
宜
珍
は
つ
ぎ
の
返
事
を
送
っ
た
。

貴
札
拝
見
仕
候
、
然
ハ
孝
子
之
儀
早
々
届
出
候
様
御
代
官
様

被
仰
聞
候

ニ
付
、
先
万
七
斗
御
届
被
下
候
積
ニ
付
、
無
高
之
者
ニ
候
哉
年
并
兄
も
居
候

哉
委
細
書
記
差
遣
候
様
、
尤
市
郎
治
様
江
行
状
書
御
借
請
今
日
ニ
而
も
御
認

御
上
可
被
下
段
被
仰
聞
承
知
仕
候
、
委
細
ハ
行
状
書
之
通
ニ
御
届
候
間
、
定

而
御
借
被
下
御
届
書
も
御
認
被
下
候
半
与
奉
存
候
、
右
行
状
書
之
内
万
七
母

歳
之
儀
当
戌
六
拾
九
歳
ニ
候
処
、
書
違
七
十
何
歳
歟
と
有
之
候
様
覚
罷
在
候

間
、
右
行
状
書
も
六
十
九
歳
ニ
御
書
直
し
置
可
被
下
候

一
、
御
届
書
下
書
ハ
御
写
被
仰
付
可
被
下
候

一
、私
印
判
一
昨
日
会
所
へ
御
預
り
置
被
下
候
間
、届
書
ニ
御
達
被
下
候
ハ
ヽ

　
　
直
ニ
達
御
受
取
御
達
可
被
下
候

一
、万
七
儀
弥
無
高
者
ニ
御
座
候
、
則
行
状
書
ニ
相
分
り
居
候
へ
共
為
念
申

　
　
上
候
（
後
略
）

　

こ
の
返
事
か
ら
、
孝
子
届
の
指
示
を
出
し
た
の
は
代
官
西
田
で
、
万
七
の
届
を

先
に
進
め
る
た
め
、
万
七
の
無
高
や
母
親
の
年
齢
情
報
を
知
ら
せ
て
い
る
。
万
七

が
先
行
し
た
の
は
、「
市
郎
治
様
江
行
状
書
御
借
請
」
と
あ
る
よ
う
に
、
七
日
に

代
官
西
田
へ
行
状
を
渡
し
て
お
り
、
詳
細
な
行
状
を
作
成
し
て
い
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
指
示
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
孝
子
届
が
つ
ぎ
の
「
覚
」
で
あ
る（28）

。

二
二
五



京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号

    　
　
　

覚

    
一
無
高　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
浜
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
七

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
戌
四
十
三

右
万
七
幼
少
之
時
分
父
相
果
、
母
与
一
所
ニ
罷
在
日
用
稼
等
仕
漸
々
今
日
暮

仕
候
程
之
難
儀
も
の
ニ
御
座
候
へ
共
、
至
而
実
体
成
も
の
に
て
母
之
心
ニ
相

叶
、
毎
度
母
申
付
候
義
聊
相
背
不
申
、
猶
又
稼
方
ニ
罷
出
候
而
も
諸
人
ニ
勝

レ
出
精
仕
、
稼
方
も
相
仕
舞
候
得
者
急
キ
罷
帰
母
之
気
分
ヲ
相
尋
嫌
物
相
仕

候
節
者
、
不
寄
何
品
身
世
話
仕
行
届
候
程
之
義
者
不
身
由
、
其
様
母
ヲ
大
切

ニ
仕
奇
特
成
次
第
故
、
近
辺
之
も
の
共
兼
々
噂
仕
候
義
承
及
候
ニ
付
、
得
与

様
子
尋
候
処
相
違
無
御
座
候
間
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
年
寄
嘉
平
次

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
源
作

前
書
之
趣
承
糺
候
処
少
も
相
違
無
御
座
候
、
勿
論
万
七
孝
心
之
義
者
近
村
へ

も
相
聞
候
事
ニ
御
座
候
、
因
是
奥
書
仕
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　

寛
政
二
戌
年
八
月　
　
　
　
　

大
庄
屋
印

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
半
之
丞

　

す
で
に
行
状
を
提
出
し
て
い
る
た
め
か
、先
述
し
た
貞
蔵
な
ど
の
届
に
比
べ
て
、

分
量
が
少
な
く
簡
略
で
あ
る
。
た
だ
近
辺
の
住
人
の
評
価
が
共
通
し
て
お
り
、
そ

れ
に
大
庄
屋
に
よ
る
近
村
へ
の
波
及
が
追
加
さ
れ
る
。
二
七
日
に
は
、
松
浦
よ
り

万
七
行
状
、
届
書
の
扣
の
送
付
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
九
月
四
日
に
は
、
八
月
一

日
書
付
を
提
出
し
た
佐
藤
半
太
左
衛
門
が
宿
泊
し
、
翌
日
出
立
の
際
に
、
万
七
と

茂
作
兄
弟
の
行
状
の
写
の
送
付
を
依
頼
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
一
二
月
ま
で
動
き
が
な
い
が
、
す
で
に
藩
内
で
は
孝
子
褒
賞
の
準
備
が

進
ん
で
い
た
よ
う
で
、
七
日
に
大
庄
屋
か
ら
万
七
以
外
の
「
孝
心
も
の
早
々
届
出

候
様
、
御
代
官
様
よ
り
被
仰
出
候
由
」
と
あ
り
、
つ
ぎ
の
孝
子
候
補
の
手
続
き
に

入
っ
て
い
る（29）

。
そ
の
た
め
同
日
、
茂
作
兄
弟
の
孝
心
、
傳
四
郎
実
体
届
書
を
大

庄
屋
へ
送
付
し
た
。
翌
八
日
に
は
、
宜
珍
か
ら
荒
木
左
太
夫
へ
、
孝
心
者
届
を
急

ぎ
大
庄
屋
経
由
で
送
付
し
た
が
、
粗
雑
な
た
め
「
私
方

聞
糺
記
録
ニ
相
記
置

候
通
書
付
相
認
」
を
差
し
上
げ
る
の
で
、
内
見
を
依
頼
し
て
い
る
。「
聞
糺
記
録
」

と
は
、
八
月
六
日
に
行
っ
た
傳
四
郎
の
行
状
調
査
と
思
わ
れ
る
。

　

一
〇
日
石
川
仙
助
、荒
木
左
太
夫
か
ら
万
七
の
役
所
へ
の
呼
出
状
が
届
い
た
が
、

宜
珍
は
祖
母
の
三
五
日
と
村
の
傷
寒
流
行
の
大
般
若
転
読
祈
祷
の
た
め
に
、
一
二

日
出
立
と
の
連
絡
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
二
日
、役
所
の
玄
関
で
小
川
忠
太
夫
、

高
野
平
蔵
、
佐
藤
半
太
左
衛
門
、
石
川
仙
助
、
荒
木
左
太
夫
が
出
席
し
、
万
七
は

母
へ
の
孝
心
に
対
し
、
島
原
藩
主
よ
り
褒
美
五
貫
文
を
頂
戴
し
た
。
そ
の
後
宜
珍

は
、
茂
作
兄
弟
孝
心
届
、
傳
四
郎
実
体
届
書
を
提
出
し
、
一
三
日
に
は
、
褒
美
の

件
を
大
庄
屋
へ
報
告
し
、
茂
作
兄
弟
と
傳
四
郎
の
届
に
つ
い
て
連
絡
し
て
い
る
。

　

寛
政
三
年
四
月
一
〇
日
、
傳
四
郎
、
茂
作
、
善
作
が
代
官
よ
り
呼
出
を
受
け
て
、

一
一
日
万
七
と
同
じ
く
役
所
の
玄
関
で
小
川
忠
太
夫
、
高
村
多
蔵
、
佐
藤
半
太
左

衛
門
、
石
川
仙
助
、
荒
木
佐
太
夫
が
出
席
し
、
実
体
者
傳
四
郎
は
白
銀
二
枚
、
孝

心
者
茂
作
、
善
作
は
各
三
貫
文
を
島
原
藩
主
よ
り
頂
戴
し
た
。
傳
四
郎
は
一
二
日

親
類
と
褒
美
の
礼
に
訪
れ
、六
月
二
六
日
に
は
祝
の
会
に
宜
珍
を
案
内
し
て
い
る
。

　

実
は
こ
の
時
期
、
宜
珍
と
藩
役
人
と
の
間
で
、
松
平
定
信
に
関
す
る
書
物
の
貸

出
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
万
七
の
褒
美
頂
戴
で
役
所
に
赴
い
た
四
月
一
一
日
、

二
二
六



近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

荒
木
へ
①
「
白
川
侯

藩
中
之
諸
士
へ
被
仰
渡
書
写
壱
冊
」
を
提
出
し
て
い
る
。

続
け
て
②
「
同
（
白
川
侯
）
御
旗
中
被
仰
渡
書
写
一
冊
」
を
御
領
か
け
や
へ
渡
す

と
あ
る
。
ま
た
大
嶋
弥
惣
治
か
ら
「
駿
台
雑
話
」
を
会
所
経
由
で
返
却
さ
れ
て
い

る
。
つ
ぎ
に
五
月
一
五
日
、荒
木
よ
り
①
「
白
川
侯
藩
中
之
諸
士
へ
被
仰
渡
書
付
」

を
返
却
さ
れ
、
③
「
同
京
都
御
造
営
ニ
付
被
仰
渡
書
付
」
を
借
用
し
て
い
る
。
こ

の
白
川
侯
は
、
当
時
の
老
中
松
平
定
信
で
あ
り
、
三
冊
の
書
物
は
藤
川
整
斎
「
天

保
雑
記
」
に
含
ま
れ
る
つ
ぎ
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る（30）

。
①
「
松
平
越
中
守
殿
御

存
寄
書
付
諸
役
人
江
御
尋
之
趣
」
天
明
八
年
一
二
月
、
③
「
白
川
侯
京
都
御
造
営

掛
江
被
申
述
候
口
上
之
覚
」
一
二
月
、
②
「
御
旗
本
御
家
人
之
面
々
江
越
中
守
殿

御
渡
御
書
付
」
寛
政
元
年
九
月
、
い
ず
れ
も
定
信
老
中
就
任
初
期
の
、
寛
政
改
革

の
方
針
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
宜
珍
は
、
定
信
の
天
明
三
年
自
序
「
資
治
清

要
」
の
写
本
も
所
蔵
し
て
お
り
、
定
信
の
政
治
動
向
に
注
目
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か（31）

。
そ
の
た
め
、
同
じ
関
心
を
持
つ
島
原
藩
役
人
と
情
報
提
供
、
交

換
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
駿
台
雑
話
」
を
返
却
し
た
大
嶋
は
、

寛
政
三
年
三
月
七
日
宗
門
改
に
来
村
し
た
際
に
同
書
を
借
用
し
て
お
り
、
同
時
に

孝
子
行
状
の
写
も
希
望
し
た
た
め
、
一
四
日
宜
珍
は
孝
子
万
七
の
行
状
を
提
出
し

て
い
る
。
一
二
月
の
褒
美
に
関
連
し
て
、
宜
珍
の
行
状
に
関
心
を
持
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
孝
子
褒
賞
を
通
じ
て
、
藩
士
と
庄
屋
間
を
書
物
・
知
が
交

流
し
、
行
政
の
参
考
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２―

２　
「
孝
子
行
状
」
の
編
纂
過
程

　
「
孝
子
行
状
」
は
、
表
紙
に
「
寛
政
二
戌
年
、
孝
子
行
状
、
高
浜
村
荘
屋
」
と

あ
り
、
本
文
は
一
部
修
正
箇
所
が
あ
る
が
、
一
丁
あ
た
り
の
行
数
も
統
一
さ
れ
た

清
書
に
近
い
形
態
で
あ
る（32）

。
ま
た
文
章
が
「
天
草
郡
高
浜
村
に
兄
弟
の
孝
子
有
、

兄
を
茂
作
と
い
ゝ
弟
を
善
作
と
そ
呼
け
り
、父
は
早
く
死
し
て
母
と
居
れ
り
」
と
、

漢
字
仮
名
混
じ
り
の
和
文
で
あ
り
、
一
般
的
な
文
書
体
で
は
な
く
、
読
者
を
意
識

し
た
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
２―

１
で
褒
賞
過
程
を
検

討
し
た
、
孝
子
万
七
、
孝
子
茂
作
、
善
作
の
二
件
で
あ
る
。
万
七
分
は
、
前
半
が

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
八
月
上
田
源
作
（
宜
珍
）、
後
半
の
跋
文
は
寛
政
三
年

四
月
上
津
浦
村
医
師
中
野
玄
琳
の
筆
で
あ
る
。

　

特
に
万
七
に
関
し
て
は
、
寛
政
二
年
八
月
三
日
日
記
に
、
兄
茂
右
衛
門
、
隣
家

市
兵
衛
、
権
左
衛
門
か
ら
聞
き
取
り
し
た
覚
が
あ
り
、
行
状
の
基
礎
に
な
っ
た
と

い
え
る
。
日
記
は
、「
一
、万
七
儀
幼
少
之
時
分

孝
心
ニ
御
座
候
処
、
拾
五
年

已
前
父
関
平
相
果
兄
杢
左
衛
門
儀
も
十
壱
年
已
前
死
去
仕
」
の
よ
う
に
、
一
つ
書

き
が
六
件
あ
り
、
そ
れ
を
加
筆
修
正
し
た
跡
が
残
る
。
こ
の
一
つ
書
き
を
①
～
⑥

と
し
て
、
つ
ぎ
の
「
孝
子
行
状
」
前
半
宜
珍
執
筆
分
全
文
に
反
映
し
た
。

    　
　
　

孝
子
万
七
当
戌
四
十
三

①
万
七
ハ
（
天
草
郡
高
浜
）
当
村
の
貧
民
関
平
か
三
男
に
て
幼
稚
の
時
よ
り

父
母
に
事
へ
て
孝
な
り
、
父
ハ
十
五
年
以
前
に
死
し
、
兄
の
杢
左
衛
門
ハ

十
一
年
以
前
に
死
し
て
其
次
な
る
茂
右
衛
門
と
三
人
居
れ
り
、
父
兄
在
せ
し

時
よ
り
借
銭
多
か
り
け
る
か
貧
し
き
く
ら
し
に
て
其
償
も
い
よ
ヽ
ヽ
か
た

し
、
さ
れ
は
や
し
き
と
少
し
は
か
り
の
畑
の
有
け
る
も
売
て
其
責
□
防
か
ん

こ
と
を
母
に
申
す
、
母
も
可
な
り
と
し
か
す
れ
共
猶
足
ら
さ
れ
ハ
人
に
仕
へ

数
年
の
身
の
代
を
一
度
に
か
り
て
父
兄
の
負
め
を
皆
償
へ
り
、
万
七
行
て
つ

か
へ
ん
と
云
け
れ
と
母
生
来
病
身
に
て
其
頃
も
煩
ひ
居
ぬ
れ
ハ
、
人
に
つ
か

二
二
七
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ふ
る
こ
と
は
か
な
ふ
ま
し
、
殊
に
孝
心
に
も
あ
れ
ハ
の
こ
り
居
て
、
邌
く
稼

て
母
へ
つ
か
え
よ
と
兄
茂
右
衛
門
か
云
に
ま
か
せ
、
其
身
母
と
居
り
茂
右
衛

門
ハ
そ
の
所
に
仕
え
り
、
茂
右
衛
門
は
父
の
在
世
の
時
に
妻
を
む
か
へ
け
れ

と
も
不
縁
に
な
り
、其
後
迎
し
妻
も
又
さ
り
て
母
の
心
を
く
る
し
め
け
れ
ハ
、

此
後
妻
を
も
つ
ま
し
と
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
思
ひ
さ
た
め

②
我
又
母
に
事
る
こ
と
万
七
に
及
は
る
と
思
ひ
て
人
に
つ
か
え
け
る
と
き
こ

え
ぬ
、
万
七
体
弱
け
れ
ハ
茂
右
衛
門
お
の
か
身
の
代
を
か
り
添
て
少
し
宛
の

銭
な
と
お
り
ヽ
ヽ
遣
し
て
、
母
を
養
ふ
の
足
に
な
さ
し
む
、
茂
右
衛
門
人
に

仕
ふ
る
事
累
年
怠
ら
さ
れ
ハ
、
其
主
も
帰
す
こ
と
を
惜
ミ
て
今
に
慈
し
ミ
て

お
き
ぬ
、
其
後
は
万
七
も
次
第
に
達
者
に
な
り
て
、
日
雇
稼
な
と
し
又
ハ
人

の
畑
の
は
し
ヽ
ヽ
い
さ
ヽ
し
か
の
地
を
か
り
て
麦
や
唐
芋
な
と
や
う
の
も
の

作
り
母
を
養
ひ
け
る
、
や
し
き
も
人
に
売
て
け
れ
ハ
、
五
六
町
程
離
れ
す
こ

し
の
野
畑
を
開
て
仮
屋
を
作
り
住
居
し
け
る
か
、
水
遠
き
所
な
れ
ハ
稼
ぎ
に

い
て
し
跡
に
母
の
労
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
朝
な
ヽ
ヽ
瓶
や
田
子
な
と
に
汲
湛

へ
置
て
稼
に
で
ぬ
、
夕
方
も
早
く
か
ゑ
り
て
入
へ
き
程
の
水
皆
汲
ぬ
、
か
く

す
る
こ
と
、
と
と
せ
あ
ま
り
終
に
母
の
手
つ
か
ら
水
汲
し
を
見
す
と
、
近
き

所
の
人
々
語
り
ぬ
、
稼
に
出
て
も
能
心
懸
人
よ
り
早
く
事
を
お
え
て
い
つ
も

日
暮
さ
る
さ
き
に
帰
り
ぬ
、
少
し
も
遅
き
事
あ
れ
ハ
、
母
待
兼
て
万
七
は

い
か
ゝ
し
て
お
そ
か
り
ぬ
と
外
に
出
て
か
え
り
来
ん
か
た
を
な
が
め
居
ぬ
、

万
七
も
母
の
独
居
て
心
ほ
そ
く
思
わ
ん
こ
と
を
察
し
て
、
人
に
や
と
わ
れ
け

る
日
も
昼
の
う
ち
精
を
い
だ
し
夕
方
早
く
帰
ん
こ
と
を
こ
ゝ
ろ
に
欲
す
れ

と
、母
内
気
者
に
て
云
出
帰
さ
る
の
ミ
い
つ
れ
事
す
み
ぬ
れ
は
脇
見
も
せ
す
、

殊
ニ
急
き
帰
り
ぬ
、
万
七
年
も
若
か
り
さ
れ
と
も
宵
の
う
ち
と
て
も
、
無
用

の
遊
ひ
に
出
す
、
ひ
た
す
ら
母
と
咄
な
と
し
伽
に
成
り
て
母
を
慰
め
け
る
と

そ
、
家
貧
し
く
て
思
ふ
や
う
に
母
へ
肴
な
と
す
ゝ
め
得
さ
れ
は
、
時
し
も
人

の
食
賄
し
時
汁
や
菜
な
と
に
魚
類
の
少
し
に
て
も
あ
れ
ハ
己
ハ
用
す
し
て
持

帰
て
皆
母
に
す
ゝ
め
け
り
、
或
時
い
か
ゝ
し
た
り
け
ん
汁
の
中
に
鰯
の
有
け

る
を
お
の
れ
給
て
持
来
さ
れ
は
万
七
母
に
云
や
う
け
ふ
は
や
つ
か
れ
給
ひ
過

て
持
来
さ
れ
は
つ
が
に
を
取
て
ま
い
る
へ
し
、
暫
く
待
給
と
い
ゝ
、
夕
暮
方

松
明
を
こ
し
ら
へ
火
を
と
も
し
て
川
に
行
き
つ
か
に
を
取
帰
て
母
の
夕
飯
の

菜
に
そ
な
へ
け
り
と
そ
、
或
ハ
日
雇
に
参
り
け
る
所
へ
く
た
も
の
に
て
も
有

ハ
己
ほ
し
き
ふ
り
し
て
一
ツ
二
ツ
其
主
に
も
ら
ひ
、
己
ハ
喰
す
持
帰
り
て
皆

母
に
す
ゝ
め
け
る
、
誠
に
親
の
子
を
思
ふ
心
を
も
て
万
七
ハ
母
を
思
ひ
し
た

し
ミ
け
る
孝
心
の
厚
き
事
し
ら
れ
ぬ
は
は
も
し
た
ひ
に
老
衰
へ
け
れ
者
昼
の

内
迚
も
隣
遠
き
所
へ
独
置
ぬ
る
事
の
安
か
ら
す
と
お
と
と
し
の
（
去
々
）
秋

よ
り
、
又
元
の
や
し
き
の
あ
た
り
へ
お
の
か
組
頭
の
畑
の
有
け
る
を
少
し
か

り
て
仮
屋
を
う
つ
し
住
け
る
か
、
或
時
母
の
痰
症
わ
つ
ら
ひ
け
れ
ハ
、
昼
夜

側
を
離
れ
す
只
養
生
の
事
に
の
み
こ
こ
ろ
を
竭
し
て
好
ま
し
き
も
の
な
と
を

懇
に
尋
向
ひ
す
こ
し
に
て
も
好
も
の
あ
れ
ハ
心
の
及
ひ
こ
ゝ
か
し
こ
求
め
て

叶
へ
け
る
、
あ
る
時
一
日
母
側
の
人
に
云
川
ゑ
び
の
ほ
し
け
れ
と
も
、
此
寒

さ
に
て
ハ
取
る
こ
と
の
労
を
厭
ひ
ぬ
と
、
万
七
き
き
て
何
よ
り
安
き
こ
と
ゝ

母
へ
申
し
お
の
れ
勇
ミ
て
じ
き
に
川
へ
参
り
す
こ
し
も
労
す
る
気
色
も
な
く

寒
水
に
ひ
た
り
小
ゑ
ひ
と
り
て
す
ゝ
め
け
る
、
其
お
り
し
も
雪
い
と
う
ふ
り

積
て
な
か
ヽ
ヽ
川
狩
な
と
し
け
る
天
気
に
て
ハ
な
か
り
け
れ
と
も
万
七
い

さ
ゝ
か
も
寒
き
ふ
り
も
せ
で
、速
に
行
ぬ
る
を
見
て
人
々
感
（
せ
ぬ
ハ
稀
な
）

し
け
り
、
医
師
も
其
孝
の
真
実
な
る
を
見
て
ま
ね
か
さ
る
に
数
々
見
廻
て
く

二
二
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近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

す
り
を
あ
た
へ
け
り
、
兎
角
怠
た
る
事
の
な
き
故
に
や
、
二
ヶ
月
は
か
り
の

う
ち
に
本
復
し
て
け
り
、
か
ゝ
る
貧
し
き
身
に
て
礼
義
と
い
ふ
事
ハ
し
る
ま

し
き
に
、
万
七
常
に
行
儀
よ
く
仮
初
に
も
母
の
上
み
に
座
せ
す
、
朝
夕
の
食

事
も
母
よ
り
先
に
喰
す
、
い
つ
も
母
の
箸
を
と
る
を
ま
ち
て
お
の
れ
も
給
け

る
と
そ

③
冬
寒
し
と
思
ふ
夜
は
己
か
着
け
る
衣
を
ぬ
ぎ
て
母
の
寝
入
し
上
に
着
せ
て

己
は
火
を
た
き
又
ハ
い
な
ま
き
や
う
の
も
の
に
て
も
上
に
置
て
寒
さ
を
凌
ぎ

臥
け
る
と
そ
、
ま
た
い
と
ふ
寒
き
頃
は
母
の
足
の
冷
ん
こ
と
を
思
ひ
て
お
の

が
ふ
と
こ
ろ
に
母
の
足
を
入
て
あ
た
ゝ
め
な
か
ら
臥
ぬ
る
事
も
間
々
有
け
る

を
人
知
り
て
、
其
孝
の
厚
き
（
至
し
）
を
そ
よ
み
し
け
る

④
妹
の
ひ
と
り
外
へ
嫁
し
て
有
け
る
か
五
年
以
前
夫
身
ま
か
り
幼
き
男
子
独

を
育
居
け
れ
と
も
、
も
と
よ
り
家
貧
し
き
う
へ
、
夫
に
お
く
れ
て
い
と
う
其

生
業
の
成
兼
る
を
見
て
お
と
ゝ
し
の
春
よ
り
万
七
方
へ
ふ
た
り
と
も
に
呼
て

養
ひ
置
け
る
か
、
其
冬
よ
り
妹
血
気
の
病
に
て
打
臥
な
や
め
り
、
万
七
ふ
か

く
あ
わ
れ
み
て
夜
と
な
く
昼
と
な
く
寝
起
と
も
い
た
き
か
ゝ
え
な
と
し
、
つ

き
添
い
居
て
好
ま
し
き
物
な
と
を
ね
ん
こ
ろ
に
尋
向
ひ
て
少
し
な
り
と
も
食

事
の
す
ゝ
む
や
う
に
と
、
心
を
つ
く
し
け
る
、
方
々
の
医
師
へ
も
厚
く
頼
み

薬
を
用
ゆ
る
事
も
か
す
知
ら
さ
れ
と
も
、
其
か
ひ
も
見
へ
さ
れ
は
、
其
後
ハ

今
村
〈
行
程
四
里
〉（
と
云
所
）
の
医
師
へ
血
気
の
妙
薬
有
と
き
ゝ
て
雨
に

風
に
幾
度
も
通
ひ
薬
求
め
来
て
用
ひ
け
る
と
そ
あ
ま
り
せ
つ
な
る
て
い
を
見

て
隣
家
の
も
の
な
と
貧
し
き
も
の
ゝ
さ
ほ
と
迄
い
た
さ
す
と
も
と
さ
と
し
ぬ

れ
は
、
万
七
う
ち
な
け
き
て
い
ゝ
へ
け
る
は
、
夫
の
居
な
ば
と
も
角
も
養
生

い
た
し
呉
候
も
の
を
と
定
て
心
の
う
ち
に
思
ふ
ら
め
、
孀
婦
の
身
に
成
り
子

共
迄
つ
れ
て
（
や
つ
か
れ
に
）
か
ゝ
り
居
、何
角
と
不
自
由
に
の
ミ
有
な
ん
、

せ
め
て
身
に
か
な
ひ
し
た
け
の
介
抱
は
致
し
呉
た
し
と
、
始
終
怠
ら
す
養
生

致
し
け
れ
と
も
、
天
な
る
か
な
、
其
験
も
な
く
こ
と
し
二
月
に
身
ま
か
り
ぬ
、

さ
れ
ハ
万
七
か
き
り
な
く
歎
き
つ
ゝ
葬
の
事
も
心
の
及
ひ
懇
に
い
と
な
め

り
、
所
の
者
共
傷
敷
事
と
て
皆
哀
れ
か
り
ぬ
、
其
後
ハ
い
よ
ヽ
ヽ
甥
を
最
愛

て
育
け
る
と
な
り

⑤
扨
又
兄
の
茂
右
衛
門
母
を
見
舞
に
来
ぬ
れ
は
、
万
七
酒
を
求
め
て
進
め
け

る
、
己
も
母
も
酒
は
好
ま
さ
れ
と
も
茂
右
衛
門
か
好
む
を
知
り
て
一
度
も
か

が
さ
す
す
ゝ
め
し
と
な
り
、
猶
日
傭
銭
の
聊
も
残
あ
れ
は
酒
活
て
呑
め
迚
遣

し
ぬ
る
事
も
あ
る
と
そ
、是
ハ
茂
右
衛
門
人
に
仕
え
て
居
ぬ
れ
ハ
、の
ま
し
ゝ

ほ
し
く
思
ひ
て
も
呑
得
ぬ
事
も
あ
ら
ん
か
と
思
ひ
て
遣
す
に
て
も
有
る
か
な

ん
か

⑥
母
も
万
七
か
年
の
ふ
け
ぬ
る
見
て
四
五
年
前
よ
り
女
房
も
て
と
て
人
し
て

度
々
す
ゝ
め
け
れ
と
も
貧
し
き
家
に
他
人
を
入
て
は
却
て
母
へ
不
孝
も
あ
ら

ん
か
と
、
是
ま
て
聞
入
す
過
し
け
る
が
、
万
七
今
年
四
十
三
歳
に
成
ぬ
れ
ハ

母
し
き
り
に
心
せ
き
て
、
此
夏
は
兄
の
茂
右
衛
門
も
呼
て
す
ゝ
め
さ
せ
け

れ
ハ
、
左
程
す
ゝ
め
さ
せ
給
ふ
事
を
い
つ
ま
て
も
い
な
み
か
た
し
、
何
れ
母

の
気
に
入
し
も
の
を
迎
へ
給
へ
か
し
と
い
ら
へ
ぬ
〈
母
も
今
年
六
十
九
才
に

な
り
ぬ
れ
ハ
、
昼
の
う
ち
稼
に
い
て
し
独
り
お
き
ぬ
る
も
安
か
ら
す
殊
に
此

春
妹
を
う
し
な
ひ
て
母
の
心
に
さ
そ
便
り
な
か
ら
ま
し
と
思
ひ
て
妻
を
迎
ふ

る
こ
と
を
母
の
心
に
ま
か
せ
ぬ
と
見
ゆ
〉
そ
れ
よ
り
母
よ
ろ
こ
ひ
七
右
衛
門

と
云
も
の
ゝ
娘
を
貰
ひ
て
急
き
迎
い
入
ぬ
、其
時
万
七
婦
に
向
ひ
云
け
る
ハ
、

こ
ゝ
に
来
ぬ
る
か
ら
ハ
随
分
母
の
心
に
順
ひ
呉
よ
し
、
少
し
も
背
く
こ
ゝ
ろ

二
二
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見
へ
な
は
其
時
か
い
と
ま
と
知
る
へ
し
、
そ
れ
の
ミ
忘
れ
怠
ら
す
ハ
つ
れ
そ

う
へ
し
と
い
ゝ
け
れ
ハ
、
妻
も
ひ
た
す
ら
其
こ
ゝ
ろ
は
せ
を
感
し
居
け
る
と

そ
、
此
事
を
聞
て
ハ
実
に
も
孝
心
の
起
こ
さ
ゝ
る
へ
け
ん
や
も
と
よ
り
婦
も

柔
和
の
心
は
せ
の
者
に
て
、
夫
の
教
訓
を
守
り
万
母
の
心
の
如
く
随
ひ
和
き

て
万
七
か
助
に
も
成
ぬ
れ
ハ
、
は
ゝ
も
い
よ
ヽ
ヽ
よ
ろ
こ
ひ
安
ん
し
て
日
々

に
そ
し
ミ
増
り
て
見
ゆ
、
是
偏
万
七
か
孝
心
の
い
た
す
所
な
り
と
人
々
か
ん

し
け
る
（
あ
え
り
）、
万
七
親
に
孝
順
な
る
の
ミ
な
ら
す
、
兄
に
弟
に
妹
に

友
に
其
行
状
を
問
ひ
糺
し
て
其
実
を
記
し
置
ぬ

    　
　
　

寛
政
二
庚
戌
八
月
日　

高
浜
村
庄
屋
上
田
源
作
著
之　

注
：（　

）
は
修
正

　

内
容
は
①
万
七
家
の
貧
し
い
暮
ら
し
と
母
の
病
気
、②
③
母
へ
の
孝
行
の
実
態
、

④
妹
親
子
へ
の
介
抱
、
⑤
母
の
好
物
、
⑥
万
七
の
嫁
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
日

記
と
行
状
を
比
較
す
る
と
、
文
体
以
外
に
も
様
々
な
変
更
が
み
ら
れ
る
。

日
記

一
、万
七
儀
幼
少
之
時
分

孝
心
ニ
御
座
候
処
、
拾
五
年
已
前
父
関
平
相
果

　

兄
杢
左
衛
門
儀
も
十
壱
年
已
前
死
去
仕
、
其
次
茂
右
衛
門
与
万
七
両
人
ニ

　

而
母
江
仕
居
候
へ
共
、
亡
父
旧
借
等
も
有
之
兄
杢
左
衛
門
代
弥
及
大
借

行
状

①
万
七
ハ
（
天
草
郡
高
浜
）
当
村
の
貧
民
関
平
か
三
男
に
て
幼
稚
の
時
よ
り

父
母
に
事
へ
て
孝
な
り
、
父
ハ
十
五
年
以
前
に
死
し
、
兄
の
杢
左
衛
門
ハ

十
一
年
以
前
に
死
し
て
其
次
な
る
茂
右
衛
門
と
三
人
居
れ
り
、
父
兄
在
せ
し

時
よ
り
借
銭
多
か
り
け
る
か
貧
し
き
く
ら
し
に
て
其
償
も
い
よ
ヽ
ヽ
か
た

し
、

　

こ
の
書
き
出
し
部
分
で
は
、
行
状
に
「
貧
民
」、「
貧
し
き
く
ら
し
」
と
い
う
言

葉
が
追
加
さ
れ
る
。

日
記

村
内
之
医
師
江
ハ
皆
々
懸
り
候
へ
共
験
無
ク
、
近
村
之
医
師
へ
も
懸
り
後
者

今
村
医
師
江
迄
懸
り
幾
度
歟
万
七
薬
貰
ニ
参
候
へ
共
、
終
ニ
全
快
不
仕
相
果

候
、
其
後
弥
甥
ヲ
養
育
仕
居
候

行
状

其
験
も
な
く
こ
と
し
二
月
に
身
ま
か
り
ぬ
、
さ
れ
ハ
万
七
か
き
り
な
く
歎
き

つ
ゝ
葬
の
事
も
心
の
及
ひ
懇
に
い
と
な
め
り
、
所
の
者
共
傷
敷
事
と
て
皆
哀

れ
か
り
ぬ
、
其
後
ハ
い
よ
ヽ
ヽ
甥
を
最
愛
て
育
け
る
と
な
り

　

ま
た
妹
の
死
去
に
際
し
て
も
、
行
状
で
は
順
番
を
入
れ
替
え
、
二
月
に
死
去
、

万
七
の
心
情
や
甥
へ
の
愛
情
な
ど
、
よ
り
具
体
的
に
感
情
な
ど
を
挿
入
し
、
読
者

の
共
感
を
得
る
工
夫
が
み
え
る
。
そ
の
他
行
状
の
⑥
万
七
の
妻
の
部
分
で
は
、「
母

も
今
年
六
十
九
才
に
な
り
ぬ
れ
ハ
、
昼
の
う
ち
稼
に
い
て
し
独
り
お
き
ぬ
る
も
安

か
ら
す
、
殊
に
此
春
妹
を
う
し
な
ひ
て
母
の
心
に
さ
そ
便
り
な
か
ら
ま
し
と
思
ひ

て
、
妻
を
迎
ふ
る
こ
と
を
母
の
心
に
ま
か
せ
ぬ
と
見
ゆ
」
と
宜
珍
の
感
想
が
挿
入

二
三
〇



近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
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村
民
褒
賞
と
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群
の
形
成

さ
れ
る
。

　

こ
の
行
状
は
、
フ
ァ
ン
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
の
指
摘
す
る
よ
う
な
、「
孝
子
伝
」

の
三
段
構
成
、
１
孝
子
自
身
の
紹
介
、
住
所
と
職
業
、
親
孝
行
の
状
況
を
簡
潔
、

２
孝
行
の
具
体
的
な
実
践
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
３
孝
行
の
む
く
い
、
難
病
の
全
快
や
家

や
店
の
繁
盛
、
領
主
の
褒
賞
か
ら
す
る
と
、
１
と
２
の
み
で
あ
り
、
３
に
つ
い
て

は
、
つ
ぎ
の
跋
文
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る（33）

。

此
事
遙
に
嶌
原
に
達
し
去
年
庚
戌
の
冬
十
二
月
十
二
日
万
七
を
冨
岡
の
官
府

に
め
さ
れ
、
其
孝
心
を
賞
し
給
ひ
青
銅
五
貫
文
給
ハ
り
、
万
七
難
有
頂
戴
し

て
家
に
帰
り
母
に
見
せ
け
れ
は
母
も
限
り
な
く
よ
ろ
こ
ひ
ぬ
、
し
か
ふ
し
て

言
よ
ふ
不
稼
銭
を
得
と
罰
当
る
へ
し
と
万
七
も
母
の
言
己
か
思
ふ
通
り
の
こ

と
く
な
れ
ば
、
組
頭
の
権
三
郎
と
云
者
に
預
り
呉
よ
と
頼
み
け
れ
と
も
、
御

上
よ
り
給
は
り
し
大
切
の
も
の
を
事
如
此
の
あ
ば
ら
や
に
納
置
事
恐
多
き
事

な
り
と
固
く
辞
し
け
れ
バ
、親
類
五
人
組
中
に
預
り
呉
よ
と
頼
み
け
れ
と
も
、

是
も
又
権
三
郎
か
言
の
こ
と
く
辞
し
て
万
七
に
諭
し
け
る
ハ
庄
屋
本
に
尋
し

か
る
へ
し
と
、
早
速
右
の
次
第
具
に
申
け
れ
は
、
長
か
曰
汝
か
孝
を
賞
し
給

し
も
の
な
れ
ば
、
偏
に
は
は
の
奉
養
の
ミ
に
用
へ
し
折
節
い
と
ふ
寒
き
頃
な

れ
ば
衣
求
よ
し
、
猶
銭
あ
ら
は
聊
も
他
に
費
へ
か
ら
す
と
諭
し
け
り
万
七
長

か
言
に
し
た
か
い
褒
賞
の
あ
し
を
櫃
に
入
其
夜
眠
を
忘
れ
守
り
居
け
る
が
櫃

を
明
て
見
る
事
夜
に
三
度
に
及
ひ
し
と
な
り
、
所
の
も
の
と
も
万
七
に
褒
賞

有
し
事
を
聞
童
男
も
万
七
が
宅
に
行
あ
や
か
り
の
為
に
褒
賞
の
あ
し
一
銭
を

二
銭
に
替
呉
よ
し
守
り
に
せ
ん
と
請
け
る
、
万
七
一
銭
を
二
銭
に
替
る
こ
と

あ
る
ま
し
き
事
な
れ
と
母
も
と
も
ヽ
ヽ
に
辞
し
け
れ
と
も
上
よ
り
給
ハ
り
し

も
の
な
れ
ハ
常
の
銭
に
異
た
る
へ
し
と
強
て
請
け
れ
は
、
又
長
か
宅
に
行
し

か
ヽ
ヽ
と
尋
向
、
長
曰
し
か
し
な
は
汝
か
孝

人
々
孝
心
に
も
と
つ
く
の

瑞
に
も
成
へ
し
、
猶
又
母
に
奉
養
す
る
に
便
有
へ
し
と
申
し
け
れ
ハ
、
其
銭

を
替
る
事
お
び
た
ゝ
し
、
此
偏
万
七
か
孝
心
よ
り
人
々
孝
心
の
志
し
起
し
ぬ

と
感
さ
ぬ
も
の
は
稀
な
り
け
り
と
そ
、
予
時
に
上
田
氏
の
も
と
に
至
り
け
れ

は
、
此
一
冊
を
出
し
て
予
に
跋
を
請
望
つ
ら
ヽ
ヽ
読
せ
且
側
な
る
人
共
近
頃

官
府
よ
り
褒
賞
有
之
事
を
つ
ぶ
さ
に
語
り
く
れ
は
三
嘆
の
余
り
其
有
増
を
尋

向
ひ
も
つ
て
跋
に
備
ふ
る
の
ミ

　
　
　
　

寛
政
三
辛
亥
四
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
津
浦
村
医
師　

中
野
玄
琳
跋
之

　

跋
文
で
は
、
万
七
は
褒
賞
の
管
理
が
不
安
で
、
親
類
・
組
頭
や
庄
屋
に
相
談
し
、

母
の
孝
養
に
使
用
す
る
こ
と
を
諭
さ
れ
、
ま
た
褒
賞
銭
一
銭
を
二
銭
に
替
え
て
欲

し
い
と
人
々
が
訪
ね
、
再
度
庄
屋
に
相
談
し
、
孝
心
が
広
ま
る
契
機
に
な
る
と
銭

替
を
行
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
褒
賞
後
の
顛
末
を
記
し
た
も
の
で
、
庄
屋
上
田
宜

珍
を
も
取
り
込
み
相
対
化
し
て
、孝
心
を
補
強
す
る
内
容
と
な
っ
た
。
文
末
に
は
、

中
野
が
宜
珍
の
記
し
た
行
状
を
読
み
、
そ
の
後
の
褒
賞
の
話
を
聞
い
た
経
過
と
、

「
三
嘆
の
余
り
」
と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
裏
返
せ
ば
こ
れ
も
宜
珍
の
表
現
力
の

結
果
で
あ
り
、
宜
珍
の
能
力
へ
の
評
価
に
も
つ
な
が
る
。
フ
ァ
ン
ス
テ
ー
ン
パ
ー

ル
は
、
褒
賞
後
の
訪
問
者
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
が
、
中
野
玄
琳
が
こ
の
訪
問
者

の
役
割
を
担
い
、
第
三
者
の
視
点
・
評
価
を
行
っ
た（34）

。

　

こ
の
孝
子
と
違
い
、
実
体
者
と
し
て
褒
賞
さ
れ
た
傳
四
郎
は
、
八
月
六
日
日
記

に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
箇
条
書
き
の
「
行
状
覚
」
が
記
録
さ
れ
た
。

二
三
一



京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号

    　
　
　

善
助
事

    　
　
　
　
　

傳
四
郎
行
状
覚

一
、
御
年
貢
米
毎
年
一
番
取
之
内
皆
済
す
る
事

一
、
公
役
等
申
触
候
へ
ハ
速
ニ
来
、
少
も
刻
合
之
内
お
く
れ
不
申
候
事

一
、
割
方
銭
等
是
又
滞
不
申
早
ク
納
候
事

一
、
借
銭
之
歩
合
等
も
人
先
ニ
済
候
事

一
、
父
傳
四
郎
ハ
三
十
二
年
已
前
相
果
候

一
、
兄
長
七
ハ
十
六
年
已
前
相
果
、
其
後
家
甚
姑
メ
に
孝
心
な
る
者
ニ
て
、

　
　

傳
四
郎
母
す
ゝ
め
て
○
（
四
年
ほ
ど
過
キ
）
傳
四
郎
を
兄
の
跡
ニ
取
合

　
　

候
事

一
、
長
七
次
の
兄
加
七
廿
三
才
ニ
て
相
果
候

一
、
姉
妹
両
人
有
り
〈
壱
人
ハ
伊
右
衛
門
ニ
か
し
妹
壱
人
ハ
太
蔵
ニ
か
し
〉

　
　

居
候　
　
　
　
　

一
、
七
十
計
り
母
ハ
四
年
已
前
相
果
候
、
十
四
五
年
以
来
ハ
腰
な
へ
服
気
悪

　
　

敷
○
（
な
り
て
）
漸
々
家
内
之
者
に
見
知
り
候
位
ニ
候
由

一
、
母
へ
孝
心
ニ
有
之
作
り
も
の
之
事
迄
も
母
ノ
下
知
ヲ
受
ケ
申
旨
ヲ
不
背

　
　

申
候
事

一
、
傳
四
郎
宅
へ
近
所
之
若
キ
者
共
泊
り
ニ
集
り
候
ニ
付
、
毎
夜
な
わ
な
い

　
　

も
つ
こ
作
り
な
と
い
た
し
候
様
其
身
先
ニ
立
導
候
ニ
付
、
皆
怠
す
夜
職

　
　

い
た
し
若
キ
者
共
も
見
習
候
事

一
、
朝
も
傳
四
郎
実（
未
）明
ニ
起
候
て
、
若
キ
者
共
起
し
、
農
事
を
す
ゝ
め
候
事

一
、
農
事
ニ
心
掛
候
ニ
付
、
毎
歳
相
応
ノ
作
い
た
し
候
ニ
付
、
家
内
も
少
ハ

　
　

宜
方
ニ
候

一
、
長
七
相
果
候
節
ハ
過
分
之
借
銭
有
之
候
へ
共
、
傳
四
郎
儀
ニ
出
精
い
た

　
　

し
余
程
償
申
候
事

一
、
家
内
之
事
ハ
女
房
つ
ゝ
ま
や
か
に
せ
わ
い
た
し
、
其
身
ハ
外
を
不
怠
勤

　
　

候
事

一
、
兄
弟
中
親
類
中
へ
随
分
睦
候
事

一
、
長
七
娘
ヲ
子
同
前
ニ
育
居
候
事

一
、
娘
な
と
も
ひ
た
と
傳
四
郎
方
へ
遊
ひ
ニ
参
居
候

                                          　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
：（　

）
は
追
加

　

こ
の
行
状
覚
で
は
、
簡
潔
に
傳
四
郎
の
事
例
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
追
加
修

正
も
み
ら
れ
る
。
日
記
で
は
「
傳
四
郎
行
状
承
度
、
次
郎
七
・
只
助
呼
候
」
と
あ

る
よ
う
に
、
二
人
か
ら
そ
の
場
で
聞
き
取
っ
た
内
容
と
い
え
る
。
ま
た
傳
四
郎
の

場
合
、
行
状
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
行
状
覚
ま
で
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
孝
子
の
顕
彰
、
発
見
過
程
は
、
近
隣
の
風
聞
な
ど
か
ら
端
を
発

し
、
役
所
側
の
調
査
指
示
や
、
村
側
の
簡
略
な
孝
子
届
の
提
出
を
へ
て
、
そ
の
後
、

候
補
者
が
選
定
さ
れ
、
役
所
の
指
示
で
「
御
届
申
上
候
事
」
を
出
す
。
そ
の
な
か

か
ら
庄
屋
の
能
力
に
も
よ
る
が
、
行
状
（
万
七
・
茂
作
善
作
）
や
、
実
体
書
（
傳

四
郎
）
が
作
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
褒
賞
さ
れ
て
い
く
。

３　

褒
賞
文
書
群
の
形
成

３―

１　
『
孝
義
録
』
の
編
纂
と
孝
女
は
つ
行
状
の
廻
達

　

１
、２
で
み
た
よ
う
に
、
寛
政
期
に
実
施
さ
れ
た
孝
子
・
奇
特
者
調
査
は
、
江

二
三
二



近
世
後
期
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草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

戸
幕
府
編
纂
の
『
孝
義
録
』
へ
と
結
実
す
る
。『
孝
義
録
』
は
、
寛
政
元
年
三
月

に
松
平
定
信
よ
り
布
達
、
全
国
か
ら
書
上
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
林
述
斎
・
柴

野
栗
山
・
尾
藤
二
洲
ら
の
昌
平
黌
儒
官
他
が
編
集
し
、
同
一
二
年
八
月
に
完
了
、

享
和
元
年
五
〇
巻
で
刊
行
さ
れ
た（35）

。
採
録
者
八
六
一
四
名
で
、
国
別
に
配
列
、

善
行
・
姓
名
・
身
分
・
支
配
関
係
・
褒
美
の
年
月
を
目
録
化
し
、
特
別
の
善
行
者

は
行
状
な
ど
略
伝
（
伝
文
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
善
行
は
、
孝
行
者
・
忠
義
者
・

貞
節
者
・
兄
弟
睦
者
・
家
内
睦
者
・
一
族
睦
者
・
風
俗
宜
者
・
潔
白
者
・
奇
特
者
・

農
業
出
精
者
に
分
類
さ
れ
た
。

　

こ
の
『
孝
義
録
』
に
は
、天
草
郡
居
住
者
は
つ
ぎ
の
五
人
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
伝
文
は
な
く
、
高
浜
村
民
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い（36）

。
①
奇
特
：
御
領

村
大
島
、
小
山
清
兵
衛
、
安
永
七
（
一
七
七
八
）、
②
孝
行
：
御
領
、
む
め
、
宝

暦
一
一
（
一
七
六
一
）、
③
奇
特
：
町
山
口
、
林
次
郎
、
寛
政
元
、
④
孝
行
：
宮

野
河
内
、
恒
七
、
寛
政
元
、
⑤
奇
特
：
御
領
村
大
島
、
小
山
清
四
郎
、
寛
政
六
で

あ
る
。
御
領
村
、
特
に
小
山
家
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
小
山
家
は
御
領
村
銀
主

で
あ
り
、
①
清
兵
衛
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
一
二
月
一
九
日
毎
回
の
凶
荒
時

に
救
穀
等
を
差
し
出
し
奇
特
、
公
儀
よ
り
褒
美
銀
一
〇
枚
下
賜
、
子
孫
ま
で
苗
字

名
乗
り
の
許
可
を
得
て
い
る
。
⑤
清
四
郎
も
清
兵
衛
と
同
じ
く
、
村
や
近
郷
の
困

窮
百
姓
へ
救
穀
を
差
し
出
し
奇
特
と
し
て
、
公
儀
よ
り
褒
美
銀
一
〇
枚
を
下
賜
さ

れ
た（37）

。

　
「
天
草
年
表
事
録
」
に
よ
る
と
、
文
化
四
年
天
草
郡
内
に
他
領
の
孝
女
の
行
状

が
廻
達
さ
れ
た（38）

。
下
野
国
足
利
郡
上
川
崎
村
の
百
姓
逸
八
後
家
は
つ
三
二
才
が
、

貞
節
を
守
り
舅
姑
に
孝
行
を
尽
し
、
姑
を
守
っ
て
盗
賊
を
取
り
押
さ
え
た
「
健
気

之
仕
方
」
の
為
、
褒
美
と
し
て
、
所
持
田
畑
を
永
代
下
賜
、
年
貢
諸
役
を
免
除
し
、

金
五
〇
両
を
頂
戴
し
た
と
い
う
触
で
あ
る
。
こ
の
触
は
、
七
月
二
六
日
の
冨
岡
役

所
の
も
の
で
、
奉
行
所
か
ら
は
つ
行
状
が
渡
さ
れ
、
農
民
へ
の
教
諭
と
し
て
村
々

で
申
し
聞
か
せ
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た（39）

。
高
浜
村
へ
は
九
月
一
五
日
に
到
来
し
、

一
一
月
一
八
日
の
組
頭
中
と
各
組
子
一
人
を
集
め
た
寄
合
で
、
は
つ
行
状
が
読
み

渡
さ
れ
た
。
宜
珍
の
弟
演
五
右
衛
門
が
庄
屋
を
勤
め
る
今
富
村
で
は
、
翌
文
化
五

年
正
月
七
日
惣
百
姓
中
へ
読
み
聞
か
せ
て
い
る（40）

。
は
つ
行
状
は
、
他
地
域
で
も

確
認
さ
れ
、
大
和
国
宇
陀
郡
松
井
村
（
幕
府
領
）
で
は
、
文
化
四
年
八
月
、
池
田

仙
九
郎
役
所
か
ら
通
達
さ
れ
て
い
る（41）

。
こ
の
触
で
は
、「
右
者
村
々
見
習
ハ
せ
之

た
め
写
遺
し
候
間
、
小
前
末
々
之
者
迄
不
洩
様
委
細
申
開
、
後
代
迄
も
申
伝
候
」

と
あ
り
、
天
草
と
同
様
の
指
示
が
出
て
い
る
。
ま
た
当
時
の
勘
定
奉
行
松
平
兵
庫

頭
信
行
の
沙
汰
で
申
渡
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
松
平
信
行
は
、
天
草
崩
の
担

当
奉
行
で
も
あ
っ
た（42）

。

　

こ
の
は
つ
行
状
廻
達
に
関
連
し
て
か
、
八
月
二
八
日
会
所
か
ら
、
寛
政
元
年
以

降
の
孝
行
奇
特
者
で
褒
美
が
あ
る
者
を
、
八
月
中
に
調
査
し
行
状
を
差
し
出
す
よ

う
に
指
示
し
た
が
未
提
出
が
あ
り
、
江
戸
よ
り
も
催
促
が
あ
っ
た
の
で
、
九
月
五

日
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
触
が
で
た（43）

。
宜
珍
は
、
こ
の
指
示
に
対
し
て
、
す
で

に
六
月
二
二
日
に
写
を
差
し
出
し
て
お
り
、
今
回
は
間
違
い
で
は
な
い
か
と
念
押

し
し
て
い
る
。
ま
た
一
〇
月
一
六
日
に
は
、
孝
子
の
な
か
で
す
で
に
死
去
し
た
二

人
、万
七
（
寛
政
六
年
二
月
一
五
日
、一
五
年
以
前
）、貞
蔵
（
文
化
二
年
三
月
七
日
、

四
年
以
前
）
の
死
去
年
を
会
所
へ
通
知
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
一
連
の
孝
子
調
査

と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
一
月
二
一
日
、
今
富
村
他
の
孝
心
実
体
者
七
人
が
役
所
へ
呼
び
出
さ
れ
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
褒
賞
さ
れ
た（44）

。

二
三
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青
銅
三
貫
文　
　
　
　
　

今
富
村　
　

卯
七

　
　

〃　

三
貫
文　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

倉
右
衛
門

　
　

白
銀
三
両　
　
　
　
　
　

高
浜
村
悦
右
衛
門
後
家　

か
つ

　
　

青
銅
壱
貫
五
百
文　
　
　

〃
村
百
姓　

吉
三
郎

　
　

御
褒
詞　
　
　
　
　
　
　

今
富
村
百
姓　

幸
吉

　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　

同
村　
　
　

甚
平

　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
女
房　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
文
右
衛
門
娘　

い
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
紋
作
従
弟　

ゆ
き

　

先
述
の
万
七
と
同
じ
く
、
役
所
玄
関
で
役
人
山
本
只
八
、
目
附
向
井
増
兵
衛
、

代
官
安
藤
元
兵
衛
に
よ
っ
て
、
島
原
表
よ
り
褒
賞
さ
れ
て
い
る
。『
孝
義
録
』
は

文
化
年
間
に
も
企
画
さ
れ
、嘉
永
元
年
に
整
理
の
上
『
続
編
孝
義
録
料
』（
未
完
）

と
な
っ
た
が
、こ
の
文
化
五
年
の
孝
子
褒
賞
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（45）

。

３―

２　

褒
賞
文
書
群
の
特
徴
と
そ
の
後

　

こ
れ
ま
で
寛
政
、
文
化
期
の
村
民
、
孝
子
褒
賞
の
過
程
を
み
て
き
た
が
、
文
書

群
の
形
成
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
、
上
田
家

文
書
に
は
村
民
褒
賞
関
連
の
文
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（46）

。
こ
の
文
書
群
は
、

天
明
～
文
化
、
天
保
～
嘉
永
期
に
集
中
し
、
全
三
八
点
中
二
五
件
が
褒
賞
関
係
で
、

重
複
九
点
を
ま
と
め
る
と
一
六
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
他
村
の
鬼
池
村
を
除
く

と
一
五
点
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
天
明
、
寛
政
期
五
点
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

～
文
化
一
三
年
は
一
〇
点
で
あ
る
（
表
１
）。

表 1　高浜村の褒賞者

出典：上田家文書 5-247、「諸願書控帳」同 5-303
注：年代は日記や諸願書控帳から比定、分類の○は「天草年表事録」の褒賞者、諸願書控帳は存命・死亡の届

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

文書番号

246-32

246-2

246-4

246-25

246-15

246-1

246-10

246-13

246-5

246-3

246-7

246-8

246-16

246-18

246-23

表題

乍恐以書付申上候御事

御届申上候御事

覚

〔御届申上候御事〕

御尋ニ付申上候御事

以書付申上候事

以書付申上候御事

以書付申上候御事

以書付申上候御事

御届申上候御事

御届申上候事

以書付申上候事

以書付申上候御事

以書付申上候御事

以書付申上候御事

年月日
天明 8年
申 3月

戌 12 月

寛政 2年
戌 8月

戌 12 月

寅 4月

戌 10 月

戌 10 月

戌 10 月

戌 10 月

_

子 9 月

辰 6月

辰 6月

未閏 2月

未閏 2月

年代 内容

天明 8

寛政 2

寛政 2

寛政 2

寛政６

享和 2

（享和 2）

（享和 2）

（享和 2）

文化13

文化13

文化５

文化５

文化 8

文化 8

分類

褒賞○

孝子○

孝子○

孝子○

孝子○

孝子

孝子

孝子

褒賞

孝子

孝子

孝子

孝子

孝子

孝子

諸願書控帳

死亡

死亡

存命

存命

存命、死亡

死亡

死亡

存命

存命

存命

喜平次母 99 歳、歩行等不自由なく、畑草取にも
出、母績ぎ布一反献上、奥書あり
伝四郎、43 歳、持高 5.163 石、農業出精・年貢
納方大切、外々の者も見習い、奥書あり
万七、43 歳、無高、父死去、母に背かず、稼ぎ
方勝れ、奥書あり
茂作、30 歳、弟善作、23 歳、高 0.018 石、父死去、
母へ孝心、兄弟仲良き、奥書あり
貞蔵、畑高 0.06 石、母・妹長病、漁や日雇でも働く、
正直実体者にて周囲も助ける、至極奇特者、奥書あり
佐平太、38 歳、畑田高 0.88 石、母死去、父平四
郎乱心、8年間孝養
佐兵衛、38歳、源助、35歳、儀右衛門、51歳、他6名、
親の気に背かず、家業出精、年貢大切、公役勤
いろ、39 歳、兄弟 4人、兄・父死去、弟・嘉市盲目、弟・
忠内無精者、嫁入りを断り、母・弟の世話、下書カ
善蔵、47 歳、持高 2.9 石、伝次平、44 歳、持高
2.523 石、百姓代・立会役等毎々勤め
伝兵衛、50 歳、持高 2.357 石、父死去、困窮救物、
神仏寄進を身分相応差出、母に従う
祐蔵、36 歳、持高 1.82 石、母死去、人夫勤方も
宜しく、父も人柄良き者、奥書あり
後家かつ、46 歳、持高 28.476 石、8 年前夫死去、当村にて重
立百姓維持、舅姑の心に叶、神仏尊敬、村方困窮時救方相応
吉三郎、37 歳、持高 2.373 石、6 年前にも褒章あり、
父死去、母の心に相叶、年貢大切、公役勤、奥書あり
権蔵、34 歳、母死去、癇癪持の父に不背、難破
船救助にて村方より褒美あり
母なつ、91 歳、女房きよ、56 歳、なつ、無病・昼夜賃木綿引き、き
よを気に入り、きよ、姑に不背・夫七三郎孝心ではないが引き立て

二
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近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

　

ま
た
、
文
政
九
年
一
月
～
弘
化
三
年
三
月
「
諸
願
書
控
帳
」
に
は
、
孝
子
届
六

件
と
孝
子
の
存
命
尋
七
件
の
写
を
収
め
る（47）

。
こ
の
時
の
庄
屋
上
田
庸
吉
良
は
、

文
政
六
年
よ
り
高
浜
村
庄
屋
と
な
っ
た
一
〇
代
源
太
夫
定
行
で
あ
る（48）

。
孝
子
届

は
、
す
べ
て
文
政
一
〇
年
九
月
「
御
届
申
上
候
事
」
と
あ
り
、
ゆ
き
、
百
七
、
仁

兵
衛
、
伴
平
、
虎
松
、
専
右
衛
門
の
六
人
で
あ
る
。

　

孝
子
届
に
続
く
孝
子
の
存
命
尋
は
、
同
じ
く
文
政
一
〇
年
九
月
「
先
御
支
配
中

御
褒
之
孝
心
実
貞
者
存
命
ニ
候
哉
御
尋
ニ
付
書
出
」と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

文
書
の
内
容
は
、
例
え
ば
行
状
が
作
ら
れ
た
茂
作
、
善
作
の
場
合
、
猟
師
茂
作

六
七
歳
、
持
高
四
升
四
合
、
善
作
六
〇
歳
、
持
高
五
升
二
合
、
寛
政
三
年
母
へ
の

孝
心
で
兄
弟
に
褒
詞
が
あ
り
、
母
は
二
七
年
以
前
に
死
去
、
兄
弟
は
存
命
と
あ
る
。

そ
の
後
、
左
平
太
、
左
兵
衛
・
源
助
・
磯
吉
・
半
七
・
三
郎
助
、
か
つ
、
吉
三
郎
、

権
蔵
、
五
件
九
人
の
存
命
届
と
、
傳
四
郎
他
八
人
の
死
去
報
告
が
あ
る
。
死
去
は
、

傅
四
郎
、「
二
三
年
以
前
丑
正
月
病
死
」
と
記
さ
れ
、
忠
内
姉
い
ろ
（
六
年
以
前
）、

万
七
（
三
四
年
以
前
）、善
蔵
（
一
七
年
以
前
）、伝
次
平
（
傳
次
郎
、三
年
以
前
）、

儀
右
衛
門
（
六
年
以
前
）、
和
吉
（
和
助
、
一
一
年
以
前
）、
覚
左
衛
門
（
四
年
以

前
）
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
の
「
先
御
支
配
中
」
と
は
、
死
去
者
の
箇
所
に
「
島
原
御
支
配
中
御

褒
美
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
長
崎
代
官
支
配
の
前
、
島
原
藩
預
期
（
天
明

三
～
文
化
一
〇
）
を
表
す
。
そ
の
た
め
、
先
に
み
た
褒
賞
文
書
群
の
文
化
一
三
年

傳
兵
衛
、
祐
蔵
、
そ
し
て
寛
政
六
年
の
貞
蔵
、
文
化
八
年
母
な
つ
・
女
房
き
よ
も

外
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
権
蔵
の
箇
所
に
「
但
此
権
蔵
義
、
御
尋
之
御
書
付
ニ
ハ

相
見
へ
不
申
候
得
共
、
御
褒
御
座
候
儀
相
違
無
御
座
候
ニ
付
御
届
申
上
候
」
と
あ

り
、
役
所
か
ら
示
さ
れ
た
書
付
を
基
に
、
村
の
文
書
と
対
照
し
て
対
応
し
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
選
別
、
抜
け
落
ち
た
孝
子
も
あ
っ
た
。
こ
の
二
点
の
史
料
か
ら
、
文
政

九
年
孝
子
調
査
の
際
、
先
例
と
な
る
島
原
藩
支
配
期
の
実
態
・
存
命
調
査
も
同
時

に
行
わ
れ
た
た
め
、
当
代
の
庄
屋
定
行
（
庄
屋
就
任
：
文
政
六
～
文
久
元
）
が
、

村
民
褒
賞
関
係
文
書
と
し
て
ま
と
め
た
文
書
群
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
長
崎
代
官
支
配
期
以
降
数
回
に
わ
た
り
、
長
寿
者
・
農
業
出
精
者
・
孝
行

者
の
名
前
書
差
出
の
触
が
出
さ
れ
る
。
文
化
一
三
年
閏
八
月
二
五
日
に
は
、
老
年

者
・
孝
行
奇
特
者
の
有
無
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
九
月
に
は
、
西
国
郡
代
の

来
郡
に
あ
わ
せ
て
、「
勝
而
長
寿
之
者
」と
特
別
と
い
う
意
味
の
文
言
が
付
加
さ
れ
、

長
寿
・
奇
特
・
孝
行
者
、
風
聞
の
あ
る
程
の
農
業
・
職
業
出
精
者
の
届
出
が
指
示

さ
れ
た（49）

。
長
寿
・
奇
特
・
孝
行
者
の
三
種
類
に
限
っ
た
同
様
の
触
は
、
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
一
一
月
、万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
一
一
月
に
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
触
に
対
し
て
、
嘉
永
元
年
九
月
七
日
、
本
戸
組
に
存
在
せ
ず
と
の
報

告
が
あ
り
、
各
組
大
庄
屋
か
ら
の
調
査
結
果
と
思
わ
れ
る（50）

。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
寿
者
・
農
業
出
精
者
・
孝
行
者
の
捜
索
が
常
態
化
し
て
い
く

な
か
で
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
正
月
の
下
浦
村
長
寿
者
冨
左
衛
門
と
孝
行
者

倅
長
兵
衛
夫
婦
は
、
幕
府
よ
り
褒
賞
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
先
述
の
は
つ
と
同
様
、

詳
細
な
内
容
の
触
が
出
て
い
る（51）

。
前
年
七
月
の
冨
左
衛
門
一
〇
〇
歳
、
忰
長
兵

衛
六
六
歳
、
孫
喜
六
四
〇
歳
の
行
状
に
近
い
長
文
の
届
と
、
家
族
一
五
人
分
の
人

別
書
、
正
月
五
日
の
役
所
か
ら
の
長
寿
手
当
米
一
〇
俵
、
孝
行
へ
の
褒
美
銀
五
枚

下
賜
の
通
達
、
老
中
井
上
河
内
守
正
直
、
勘
定
奉
行
川
勝
丹
波
守
広
運
の
申
渡
写

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、明
治
新
政
府
へ
支
配
が
変
更
さ
れ
て
以
降
も
、

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
孝
子
・
節
婦
な
ど
を
取
り
調
べ
、
一
一
月
に
は
孝

子
・
義
僕
・
職
業
出
精
、
七
〇
歳
以
上
の
届
の
指
示
が
出
さ
れ
た（52）

。

二
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
三
章
に
わ
た
っ
て
、
近
世
後
期
（
寛
政
～
文
化
期
）
に
お
け
る
、
天

草
郡
高
浜
村
の
村
民
、
孝
子
褒
賞
の
過
程
と
行
状
編
纂
、
文
書
群
の
形
成
過
程
に

つ
い
て
分
析
し
た
。

　

１
で
は
、
寛
政
期
の
高
浜
村
の
村
民
褒
賞
に
つ
い
て
、
ま
ず
上
田
宜
珍
が
編
纂

し
た
「
天
草
年
表
事
録
」
に
お
け
る
褒
賞
記
事
を
抽
出
し
た
。「
天
草
年
表
事
録
」

は
文
化
五
年
ま
で
記
載
が
続
く
が
、
村
民
褒
賞
は
寛
政
期
に
集
中
し
て
お
り
、『
孝

義
録
』
編
纂
を
企
図
し
た
松
平
定
信
の
政
策
の
一
環
と
位
置
づ
け
た
。
そ
の
な
か

で
、
長
寿
者
の
織
物
献
上
、
三
子
出
産
、
孝
子
の
三
件
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
褒
賞
過

程
を
検
討
し
た
。三
子
出
産
は
生
子
養
育
仕
法
の
よ
う
な
藩
の
政
策
と
考
え
ら
れ
、

藩
役
人
の
実
地
見
分
が
伴
う
と
い
う
点
で
他
と
異
な
る
が
、
藩
主
か
ら
褒
賞
を
受

け
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
お
り
、
村
民
褒
賞
と
い
う
枠
組
は
有
効
と
い
え
る
。

　

２
で
は「
孝
子
行
状
」化
さ
れ
た
万
七
、茂
作
・
善
作
と
、同
時
期
に
褒
賞
さ
れ「
行

状
覚
」
が
作
ら
れ
た
傳
四
郎
の
褒
賞
過
程
と
行
状
の
編
纂
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

各
人
の
褒
賞
過
程
で
は
、
ま
ず
孝
子
届
の
提
出
か
ら
候
補
者
を
選
定
し
、
親
族
や

隣
人
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
聞
書
や
覚
が
日
記
に
記
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
そ
の

な
か
か
ら
「
孝
子
行
状
」
や
実
体
書
を
編
纂
す
る
。
こ
の
聞
書
と
行
状
を
比
較
す

る
と
、
文
体
以
外
に
も
相
違
点
が
多
く
、
行
状
で
は
順
番
を
入
れ
替
え
た
り
、
よ

り
具
体
的
に
感
情
な
ど
を
挿
入
し
、
読
者
の
共
感
を
得
る
工
夫
が
あ
っ
た
。
ま
た

跋
文
に
よ
り
、
中
野
玄
琳
と
い
う
他
者
の
視
点
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
褒
賞

後
の
顛
末
、
庄
屋
上
田
宜
珍
を
も
相
対
化
し
、
孝
心
を
補
強
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

孝
子
の
顕
彰
、
発
見
過
程
は
、
近
隣
の
風
聞
な
ど
か
ら
端
を
発
し
、
役
所
側
の
調

査
指
示
や
、
村
側
の
簡
略
な
孝
子
届
の
提
出
を
へ
て
、
そ
の
後
、
候
補
者
が
選
定

さ
れ
、
役
所
の
指
示
で
「
御
届
申
上
候
事
」
を
出
す
。
そ
の
な
か
か
ら
庄
屋
の
能

力
に
も
よ
る
が
、
行
状
（
万
七
・
茂
作
善
作
）
や
、
実
体
書
（
傳
四
郎
）
が
作
ら

れ
褒
賞
さ
れ
て
い
く
。

　

３
で
は
、
褒
賞
文
書
群
の
形
成
に
つ
い
て
、
ま
ず
享
和
・
文
化
期
以
降
の
幕
府

の
『
孝
義
録
』
編
纂
と
孝
女
は
つ
行
状
の
廻
達
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
後
褒
賞
文

書
群
は
、
文
政
九
年
孝
子
調
査
の
際
、
先
例
と
な
る
島
原
藩
預
期
の
実
態
・
存
命

調
査
も
同
時
に
行
わ
れ
た
た
め
、
庄
屋
上
田
定
行
が
、
村
民
褒
賞
関
係
文
書
と
し

て
ま
と
め
た
。
そ
の
後
も
、
村
民
褒
賞
は
、
慶
応
四
年
ま
で
継
続
し
て
実
施
さ
れ

て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
上
田
宜
珍
の
藩
士
や
国
学
、和
歌
の
同
志
と
の
交
流
を
分
析
し
た
が
、

い
ず
れ
も
寛
政
後
期
か
ら
文
化
期
が
中
心
で
あ
り
、宜
珍
の
四
〇
代
以
降
の
事
例

で
あ
る（53）

。
今
回
の
寛
政
前
期
は
、
三
〇
代
、
庄
屋
就
任
期
で
あ
り
、
村
民
褒
賞

や
行
状
の
作
成
は
、
こ
の
時
期
の
宜
珍
の
行
政
や
思
想
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
展
開

と
い
え
る
。
フ
ァ
ン
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
・
ニ
ー
ル
ス
は
、
村
役
人
と
孝
子
に
つ
い

て
、
村
役
人
に
と
っ
て
、「
孝
子
」
の
出
現
は
村
の
風
紀
を
よ
く
導
い
た
結
果
で

あ
り
、「
孝
子
」
自
体
が
自
ら
の
役
職
に
対
す
る
よ
き
志
の
証
で
あ
り
、
村
役
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ（
帰
属
意
識
）の
確
認
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る（54）

。

村
民
の
褒
賞
を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
を
、
庄
屋
上
田
宜
珍
の
思
想
形
成
の
中
で

位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
、
２
で
上
田
宜
珍
や
島
原
藩
士
が
松
平
定
信
の
寛
政
改
革
関
連
の

文
書
の
貸
借
の
実
例
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
か
。
定
信
の
幕
政
だ
け
で
な
く
藩
政
へ
の
取
り
組
み
と
の
関
連
で
検
討
す

二
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近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

る
必
要
が
あ
る（55）

。

追
記　

史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
上
田
陶
石
合
資
会
社
、
岩
下
邦
明
所
長
、
田
中
光

德
氏
に
は
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
稿

は
二
〇
一
九
年
度JSPS
科
研
費18K

12502

「
近
世
村
落
文
書
の
目
録
再
編
成

に
よ
る
地
域
情
報
の
構
造
分
析
」（
研
究
代
表
者
東
昇
）、
同19H

00540

「
障
害

の
歴
史
性
に
関
す
る
学
際
的
研
究―
比
較
史
的
な
日
本
観
察―

」（
研
究
代
表
者

高
野
信
治
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（1）
林
清
造
「
寛
政
改
革
期
の
孝
子
褒
賞
関
係
史
料―
京
都
・
赤
尾
屋
清
七
の
例
」

『
年
報
都
市
史
研
究
』
五
、 

山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
〇
六
～
一
一
八

頁
。
鈴
木
理
恵
「
江
戸
時
代
の
民
衆
教
化 

『
官
刻
孝
義
録
』
に
よ
る
孝
行
の
状

況
分
析
」『
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
』
六
五
、二
〇
〇
四
年
、
一
九

～
三
四
頁
。
妻
鹿
淳
子
『
近
世
の
家
族
と
女
性 

善
事
褒
賞
の
研
究
』
清
文
堂
、

二
〇
〇
八
年
。
塚
田
孝
「
近
世
大
坂
の
都
市
社
会
構
造 : 

孝
子
・
忠
勤
褒
賞
か

ら
見
る
民
衆
世
界
」『
都
市
史
研
究
』
四
、二
〇
一
七
年
、
五
二
～
六
六
頁
。

（2）
フ
ァ
ン
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
・
ニ
ー
ル
ス
『〈
孝
子
〉
と
い
う
表
象 

近
世
日
本
道

徳
文
化
史
の
試
み
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
七
年
。

（3）
勝
又
基
『
親
孝
行
の
江
戸
文
化
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
。

（4）
山
本
武
夫
「
孝
義
録
」『
国
史
大
辞
典
』
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
。

（5）
上
田
家
文
書
五―

二
四
六
。
同
文
書
は
、
庄
屋
家
の
子
孫
に
あ
た
る
上
田
陶
石

合
資
会
社
（
熊
本
県
天
草
市
）
が
所
蔵
す
る
。
な
お
文
書
目
録
は
天
草
町
教
育

委
員
会
編
『
天
草
町
上
田
家
文
書
目
録
』（
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
以
下
上

田
家
文
書
を
引
用
す
る
場
合
に
は
文
書
番
号
を
記
す
。

（6）
東
昇
『
近
世
の
村
と
地
域
情
報
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
同
「
近
世
後

期
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
庄
屋
を
め
ぐ
る
書
籍
の
貸
借
と
学
問
・
行
政
」『
京

都
府
立
大
学
学
術
報
告
』
人
文
六
七
、二
〇
一
五
年
、
一
六
四
頁
。

（7）
東
昇
「
近
世
近
代
移
行
期
の
天
草
郡
に
お
け
る
村
明
細
史
料
と
地
域
情
報
」『
京

都
府
立
大
学
学
術
報
告
（
人
文
）』
六
九
、二
〇
一
七
年
、一
六
一
～
一
七
七
頁
。

（8）
入
江
湑
『
島
原
の
歴
史　

藩
政
編
』
島
原
市
、
一
九
七
二
年
、
五
八
九
～

五
九
五
頁
。

（9）
『
天
草
郡
高
浜
村
庄
屋　

上
田
宜
珍
日
記
』
寛
政
五
～
文
化
一
五
年
、
全
二
〇

巻
、
天
草
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
～
一
九
九
八
年
。
な
お
本
文
中
に
記
載

の
な
い
年
月
日
付
史
料
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
上
田
宜
珍
日
記
で
あ
り
、
各
年

の
該
当
月
日
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（10）
天
草
郡
教
育
会
編
『
天
草
郡
史
料
』
一
、一
九
一
三
年
、
七
六
～
一
八
六
頁
。

（11）
東
昇
「
地
域
情
報
の
集
成
と
知
識
の
伝
播―

書
籍
に
よ
る
人
の
つ
な
が
り
」『
近

世
の
村
と
地
域
情
報
』、
二
一
八
頁
。

（12）
『
天
草
郡
史
料
』
一
、一
二
九
、一
四
二
頁
。

（13）
『
天
草
郡
史
料
』
一
、一
五
三
、一
五
九
、一
六
〇
、一
六
二
頁
。

（14）
『
御
触
書
天
保
集
成
』
五
一
二
四
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年

（15）
寛
政
三
年
「
日
記
」、
檜
垣
文
庫
一
二
五―

八
、九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

（16）
上
田
家
文
書
五―

二
四
六―

三
二
。

（17）
角
田
政
治
『
上
田
宜
珍
伝　

附
上
田
家
代
々
の
略
記
』（
以
下
『
上
田
宜
珍
伝
』

と
略
す
）
一
九
四
〇
年
、
三
一
頁
。

（18）
上
田
家
文
書
五―
追
六
〇―

三
。
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（19）
『
上
田
宜
珍
伝
』、
二
〇
七
頁
。

（20）
東
昇
「
近
世
村
落
行
政
に
お
け
る
地
域
情
報
と
庄
屋
日
記―

肥
後
国
天
草
郡
高

浜
村
上
田
家
を
事
例
に―

」
松
原
弘
宣
・
水
本
邦
彦
編
『
日
本
史
に
お
け
る
情

報
伝
達
』
創
風
社
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
一
八
八
～
二
二
三
頁
（
再
収
『
近
世

の
村
と
地
域
情
報
』
六
六
～
六
七
頁
）。

（21）
上
田
家
文
書
六―

番
外
。

（22）
本
渡
市
教
育
委
員
会
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書
御
用
触
写
帳
』

二
、一
九
九
七
年
、
二
六
六
頁
。

（23）
沢
山
美
果
子
『
出
産
と
身
体
の
近
世
』、
勁
草
書
房
、
一
九
九
八
年
、
七
〇
〜

七
三
頁
。

（24）
上
田
家
文
書
五―

追
六
〇―

一
。

（25）
上
田
家
文
書
五―

二
四
六―

一
五
。

（26）
寛
政
二
、三
年
「
日
記
」、
檜
垣
文
庫
二
〇
七―

三
三
、一
二
五―

八
、九
州
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
。

（27）
松
田
唯
雄
『
天
草
近
代
年
譜
』、
み
く
に
社
、
一
九
四
七
年
、
二
二
九
頁
。

（28）
上
田
家
文
書
五―

二
四
六―

四
。

（29）
上
田
家
文
書
五―

追
六
〇―

二
。

（30）
「
天
保
雑
記
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
内
閣
文
庫
和
書
一
五
〇―

〇
一
五
〇
。

（31）
米
谷
隆
史
作
成
「
上
田
家
蔵
古
典
籍
仮
目
録
」
七
五
〇
、二
〇
一
二
年
。

（32）
上
田
家
文
書
五―

四
〇
。

（33）
フ
ァ
ン
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
・
ニ
ー
ル
ス
「
問
題
と
し
て
の
「
孝
子
」」『〈
孝
子
〉

と
い
う
表
象 

近
世
日
本
道
徳
文
化
史
の
試
み
』、
二
〇
～
二
一
頁
。

（34）
フ
ァ
ン
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
・
ニ
ー
ル
ス
「
由
緒
と
し
て
の
「
孝
子
」」『〈
孝
子
〉

と
い
う
表
象 

近
世
日
本
道
徳
文
化
史
の
試
み
』、
四
七
～
五
一
頁
。

（35）
山
本
武
夫
「
孝
義
録
」。

（36）
『
官
刻
孝
義
録
』
四
八
、
肥
後
上
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
一
三
六―

一
九
七
。

（37）
『
天
草
近
代
年
譜
』、
二
〇
三
、二
四
二
頁
。

（38）
『
天
草
郡
史
料
』
一
、一
八
五
頁
。

（39）
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書
御
用
触
写
帳
』
二
、一
九
九
七
年
、
八
九
頁
。

（40）
上
田
家
文
書
六―

七
四
。

（41）
谷
山
正
道
「
史
料
紹
介 

宇
陀
郡
松
井
村
仲
谷
家
「
永
代
録
」
と
葛
上
郡
重
阪

村
西
尾
家
「
歳
々
記
録
帳
」」『
天
理
大
学
学
報
』
五
四
（
一
）、
二
〇
〇
二
年
、

一
一
～
一
二
頁
。

（42）
児
島
康
子
「
天
草
異
宗
事
件
を
め
ぐ
る
対
処
方
針　

｢

天
草
吟
味
方
扣
」
を
通

し
て
」『
熊
本
大
学
社
会
文
化
研
究
』
六
、二
〇
〇
八
年
、
一
七
七
頁
。

（43）
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書
御
用
触
写
帳
』
二
、一
九
九
七
年
、一
二
〇
頁
。

（44）
上
田
家
文
書
六―

七
四
。

（45）
山
本
武
夫
「
孝
義
録
」。

（46）
上
田
家
文
書
五―

二
四
六
。

（47）
上
田
家
文
書
五―

三
〇
三
。

（48）
『
上
田
宜
珍
伝
』、
二
〇
八
頁
。

（49）『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書
御
用
触
写
帳
』二
、四
一
六
頁
、五
、一
九
八
頁
。

（50）
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書
御
用
触
写
帳
』
六
、一
四
六
、二
二
八
頁
、

九
、三
九
八
頁
。

（51）
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書
御
用
触
写
帳
』
一
〇
、一
六
〇
頁
。

二
三
八



近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
村
民
褒
賞
と
文
書
群
の
形
成

（52）
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書
御
用
触
写
帳
』
七
、二
七
五
、三
二
六
頁
。

（53）
東
昇
「
近
世
後
期
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
庄
屋
を
め
ぐ
る
書
籍
の
貸
借
と
学

問
・
行
政
」
一
一
七
～
一
三
二
頁
。

（54）
フ
ァ
ン
ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル
・
ニ
ー
ル
ス
「
由
緒
と
し
て
の
「
孝
子
」」（『〈
孝
子
〉

と
い
う
表
象 

近
世
日
本
道
徳
文
化
史
の
試
み
』、
四
七
頁
。

（55）
高
澤
憲
治「
白
河
藩
政
の
動
向
」『
松
平
定
信
政
権
と
寛
政
改
革
』 

清
文
堂
出
版
、

二
〇
〇
八
年
、
三
五
七
～
四
〇
〇
頁
。

（
二
〇
一
九
年
十
月
一
日
受
理
）

  （
ひ
が
し　

の
ぼ
る　

文
学
部
准
教
授
）

二
三
九
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